
JP 6925411 B2 2021.8.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）において実行される方法であっ
て、
　ＷＴＲＵが登録されたことのメッセージをネットワークから受信するステップであって
、前記メッセージは、前記ネットワークにアクセスするための第１のネットワークスライ
ス選択支援情報（ＮＳＳＡＩ）を含む、ステップと、
　前記受信された第１のＮＳＳＡＩに基づいて、前記ＷＴＲＵと関連付けられたネットワ
ークスライスの組が修正されることになると判定するステップと、
　前記受信された第１のＮＳＳＡＩに基づいて、第２のＮＳＳＡＩを更新するステップと
、
　登録メッセージに含まれることになる前記更新された第２のＮＳＳＡＩの少なくとも一
部を判定するステップと、
　前記更新された第２のＮＳＳＡＩの少なくとも前記一部を含む前記登録メッセージを送
信するステップと、
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記更新された第２のＮＳＳＡＩは、前記ネットワークスライスの組の少なくとも１つ
のネットワークスライスによって提供されるサービスのタイプを識別する、ことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記サービスのタイプは、高度化モバイルブロードバンド（ｅＭＢＢ）サービス、超高
信頼性低遅延通信（ＵＲ－ＬＬＣ）サービス、または大規模モノのインターネット（ｍＩ
ｏＴ）サービスのいずれかを含む、ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信された第１のＮＳＳＡＩは、前記受信された第１のＮＳＳＡＩを使用して前記
ネットワークに再登録する前記ＷＴＲＵへのインジケーションを含む、ことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＮＳＳＡＩを受信すると、前記ネットワークに確認応答を送信するステップ
を更に備えた、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のＮＳＳＡＩを更新するステップは、前記第２のＮＳＳＡＩを前記受信された
第１のＮＳＳＡＩと置き換えることを含む、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信されたメッセージに基づいて、即時登録が必要とされると判定するステップを
更に備えた、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記即時登録が必要とされると判定するステップは、前記第１のＮＳＳＡＩを受信した
直後、前記修正されたネットワークスライスの組のネットワークスライスに接続するため
に前記ＷＴＲＵによって使用されることになる前記第１のＮＳＳＡＩを判定することを含
む、ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記登録メッセージに含まれることになる前記更新された第２のＮＳＳＡＩの少なくと
も前記一部を判定するステップは、前記登録メッセージに含まれることになる前記更新さ
れた第２のＮＳＳＡＩのタイプを判定するよう、１つまたは複数のポリシをチェックする
ことを含む、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のポリシは、前記ＷＴＲＵがアクセスすることを許可される１つま
たは複数のネットワークスライスのリストに関する情報を含む、ことを特徴とする請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記登録メッセージは、前記ネットワークのアクセスおよびモビリティ管理機能（ＡＭ
Ｆ）と関連付けられた一時識別子なしに送信される、ことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記ネットワークスライスの組のネットワークスライスへの接続を確立するよう、アク
セスおよびモビリティ管理機能（ＡＭＦ）にコンタクトを取ることを遅延させるステップ
を更に備えた、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＡＭＦにコンタクトを取ることを遅延させるステップは、前記ネットワークスライ
スの組の前記ネットワークスライスへの前記接続を確立するよう、前記ＡＭＦにコンタク
トを取る前のバックオフタイマの期間にわたり待機することを含む、ことを特徴とする請
求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記ＷＴＲＵが登録されたことのメッセージをネットワークから受信するように構成さ
れた受信機であって、前記メッセージは、前記ネットワークにアクセスするための第１の
ネットワークスライス選択支援情報（ＮＳＳＡＩ）を含む、受信機と、
　　前記受信された第１のＮＳＳＡＩに基づいて、前記ＷＴＲＵと関連付けられたネット
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ワークスライスの組が修正されることになると判定し、
　　前記受信された第１のＮＳＳＡＩに基づいて、第２のＮＳＳＡＩを更新し、
　　登録メッセージに含まれることになる前記更新された第２のＮＳＳＡＩの少なくとも
一部を判定する、ように構成されたプロセッサと、
　前記更新された第２のＮＳＳＡＩの少なくとも前記一部を含む前記登録メッセージを送
信するように構成された送信機と、
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記更新された第２のＮＳＳＡＩは、前記ネットワークスライスの組の少なくとも１つ
のネットワークスライスによって提供されるサービスのタイプを識別する、ことを特徴と
する請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記サービスのタイプは、高度化モバイルブロードバンド（ｅＭＢＢ）サービス、超高
信頼性低遅延通信（ＵＲ－ＬＬＣ）サービス、または大規模モノのインターネット（ｍＩ
ｏＴ）サービスのいずれかを含む、ことを特徴とする請求項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記受信された第１のＮＳＳＡＩは、前記受信された第１のＮＳＳＡＩを使用して前記
ネットワークに再登録する前記ＷＴＲＵへのインジケーションを含む、ことを特徴とする
請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記送信機は、前記第１のＮＳＳＡＩを受信すると、前記ネットワークに確認応答を送
信するように構成されている、ことを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記第２のＮＳＳＡＩを更新するとき、前記第２のＮＳＳＡＩを前
記受信された第１のＮＳＳＡＩと置き換えるように構成されている、ことを特徴とする請
求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記受信されたメッセージに基づいて、即時登録が必要とされると
判定するように構成されている、ことを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、前記第１のＮＳＳＡＩを受信した直後、前記修正されたネットワー
クスライスの組のネットワークスライスに接続するために前記ＷＴＲＵによって使用され
ることになる前記第１のＮＳＳＡＩを判定するように構成されている、ことを特徴とする
請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記登録メッセージに含まれることになる前記更新された第２のＮ
ＳＳＡＩのタイプを判定するよう、１つまたは複数のポリシをチェックするように構成さ
れている、ことを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数のポリシは、前記ＷＴＲＵがアクセスすることを許可される１つま
たは複数のネットワークスライスのリストに関する情報を含む、ことを特徴とする請求項
２２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２４】
　前記送信機は、前記登録メッセージは、前記ネットワークのアクセスおよびモビリティ
管理機能（ＡＭＦ）と関連付けられた一時識別子なしに登録メッセージを送信するように
構成されている、ことを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記ネットワークスライスの組のネットワークスライスへの接続を
確立するよう、アクセスおよびモビリティ管理機能（ＡＭＦ）にコンタクトを取ることを
遅延させるように構成されている、ことを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークスライス再選択に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、開示が参照により全体を本明細書において援用する、２０１６年８月１６日
に出願した米国仮特許出願第６２／３７５，８４３号明細書、および２０１７年２月３日
に出願した米国仮特許出願第６２／４５４，４５０号明細書の利益を主張するものである
。
【０００３】
　移動体通信は、進化の一途をたどっている。第５世代は、５Ｇと称されることができる
。５Ｇネットワークは、ネットワークスライスを通じて差異化サービスを提供するように
構成されることができる。たとえば、ネットワークは、第１のネットワークスライスにお
いて個人電話サービスを、第２のネットワークスライスにおいて重要サービス（たとえば
、公共安全）を、第３のネットワークスライスにおいてモノのインターネット（ＩｏＴ）
サービス（たとえば、センサー、マシンなど）を提供することができる。無線送信／受信
ユニット（ＷＴＲＵ）は、ネットワークに登録して、ネットワークスライスの１つまたは
複数にアクセスすることができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　ネットワークスライス選択および／または再選択のためのシステム、方法、および手段
が開示される。ＷＴＲＵは、ネットワークからメッセージを受信することができる。メッ
セージは、更新されたネットワークスライス情報を含むことができる。更新されたネット
ワークスライス情報は、たとえば、ＷＴＲＵに関連付けられているサブスクリプション変
更またはモビリティ変更に応じて、ネットワークにより送信されることができる。ＷＴＲ
Ｕは、更新されたスライス情報に基づいて、ＷＴＲＵによって利用されている少なくとも
第１のネットワークスライスが、もはやＷＴＲＵにより使用されることができないと決定
することができる。ＷＴＲＵは、少なくとも第１のネットワークスライスに対してネット
ワークの第１のアクセスおよびモビリティ管理機能（ＡＭＦ）によりサービス提供される
ことができる。ＷＴＲＵは、第１のＡＭＦに関連付けられている一時識別子を有すること
ができる。
【０００５】
　ＷＴＲＵは、ネットワークスライス選択支援情報（ＮＳＳＡＩ）を所有することができ
る。ＷＴＲＵは、更新されたネットワークスライス情報に基づいてＮＳＳＡＩを更新する
ことができる。ＷＴＲＵは、１つまたは複数の構成済みのポリシーを有することができる
。ＷＴＲＵは、更新されたネットワークスライス情報および１つまたは複数の構成済みの
ポリシーに基づいて、第１のネットワークスライスが第２のネットワークスライスと置き
換えられるべきであると決定することができる。
【０００６】
　さらに、ＷＴＲＵは、第１のＡＭＦまたは第２のＡＭＦにコンタクトを取り、第２のネ
ットワークスライスへの接続を確立することができる。ＷＴＲＵは、第１のＡＭＦが、第
２のネットワークスライスに対してＷＴＲＵにサービス提供すべきであるかどうかを決定
することができる。第１のＡＭＦが第２のネットワークスライスに対してＷＴＲＵにサー
ビス提供すべきであるとＷＴＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵは、更新されたＮＳＳＡＩを
備える接続または登録メッセージを第１のＡＭＦに送信することができる。第１のＡＭＦ
が第２のネットワークスライスに対してＷＴＲＵにサービス提供すべきではないとＷＴＲ
Ｕが決定する場合、ＷＴＲＵは、第１のＡＭＦに関連付けられている一時識別子を削除し
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て、更新されたＮＳＳＡＩを備える接続または登録メッセージを第２のＡＭＦに送信する
ことができる。
【０００７】
　更新されたＮＳＳＡＩは、第２のネットワークスライスにより提供されるサービスのタ
イプを識別することができる。サービスのタイプは、高度化モバイルブロードバンド（ｅ
ＭＢＢ）サービス、超高信頼性低遅延通信（ＵＲ－ＬＬＣ）サービス、または大規模モノ
のインターネット（ｍＩｏＴ）サービスのうちの少なくとも１つを含むことができる。Ｗ
ＴＲＵのために構成されたポリシーは、ＷＴＲＵがアクセスすることを許可されるネット
ワークスライスのリストに関する情報を含むことができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがアク
セスすることを許可されるネットワークスライスのリストから第２のネットワークスライ
スを選択すると、第１のネットワークスライスを第２のネットワークスライスと置き換え
るよう決定することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実施されることができる例示の通信シ
ステムを示すシステム図である。
【図１Ｂ】実施形態による図１Ａに示される通信システム内で使用されることができる例
示の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】実施形態による図１Ａに示される通信システム内で使用されることができる例
示の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）および例示のコアネットワーク（ＣＮ）を示す
システム図である。
【図１Ｄ】実施形態による図１Ａに示される通信システム内で使用されることができるさ
らなる例示のＲＡＮおよびさらなる例示のＣＮを示すシステム図である。
【図２】ネットワークスライスアーキテクチャの例を示す図である。
【図３】独立したネットワークスライス選択機能（ＮＳＳＦ）を備えるネットワークスラ
イスアーキテクチャのもう１つの例を示す図である。
【図４】ＷＴＲＵ開始のネットワークスライス再選択の例を示す図である。
【図５】ネットワークスライス再選択の例示のコールフローを示す図である。
【図６】ネットワークスライス選択に関連する例示のバックオフメカニズムにおける例示
のメッセージフローを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　これ以降、例示的な実施形態の詳細な記述について、さまざまな図面を参照して詳細に
説明される。この説明は、可能な実施態様の詳細な例を提供するが、詳細は例示的である
ことが意図されており、本出願の範囲を決して限定しないことに留意されたい。
【００１０】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実施されることができる例示の通信
システム１００を示す図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセ
ージング、ブロードキャストなどのようなコンテンツを、複数の無線ユーザに提供する多
重アクセスシステムであってもよい。通信システム１００は、複数の無線ユーザが、無線
帯域幅を含むシステムリソースの共有を通じて、そのようなコンテンツにアクセスできる
ようにすることができる。たとえば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（
ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、ｚｅｒｏ－ｔａｉｌ　ｕ
ｎｉｑｕｅ－ｗｏｒｄ　ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ（ＺＴ　ＵＷ　ＤＴＳ－ｓ　Ｏ
ＦＤＭ）、ユニークワードＯＦＤＭ（unique word OFDM）（ＵＷ－ＯＦＤＭ）、リソース
ブロックフィルタ処理ＯＦＤＭ（resource block-filtered OFDM）、フィルタバンクマル
チキャリア（filter bank multicarrier）（ＦＢＭＣ）などのような、１つまたは複数の
チャネルアクセス方法を採用することができる。
【００１１】
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　図１Ａにおいて示されるように、通信システム１００は、無線送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、ＲＡＮ１０４／１１３、ＣＮ１０６
／１１５、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、およびその他の
ネットワーク１１２を含むことができるが、開示される実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ
、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することが理解される
であろう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは各々、無線環境において
動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであってもよい。
一例として、いずれも「ステーション」および／または「ＳＴＡ」と称されることができ
る、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信および／また
は受信するように構成されることができ、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動
加入者ユニット、サブスクライバベースのユニット、ページャー、携帯電話、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ
、無線センサー、ホットスポットまたはＭｉ－Ｆｉデバイス、モノのインターネット（Ｉ
ｏＴ）デバイス、時計またはその他のウェアラブルなヘッドマウントディスプレイ（ＨＭ
Ｄ）、車両、ドローン、医療器具およびアプリケーション（たとえば、遠隔手術）、工業
用デバイスおよびアプリケーション（たとえば、工業および／または自動処理チェーンの
コンテキストにおいて動作するその他の無線デバイス）、家庭用電化製品、商業および／
または工業用無線ネットワークで動作するデバイスなどを含むことができる。ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄのいずれも、同義的にＵＥと称されてもよ
い。
【００１２】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂを含むこと
もできる。基地局１１４ａ、１１４ｂは各々、ＣＮ１０６／１１５、インターネット１１
０、および／またはネットワーク１１２のような１つまたは複数の通信ネットワークへの
アクセスを容易にするため、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの
少なくとも１つと無線でインターフェイスを取るように構成された任意のタイプのデバイ
スであってもよい。一例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、無線基地局（ＢＴＳ）、
Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ、
ｇＮＢ、ＮＲ　ＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルー
タなどであってもよい。基地局１１４ａ、１１４ｂは各々単一の要素として示されるが、
基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワ
ーク要素を含むことができることが理解されよう。
【００１３】
　基地局１１４ａはＲＡＮ１０４／１１３の一部であってもよく、また基地局コントロー
ラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、リレーノードなどのような、
その他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を含むこともできる。基地
局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と称されることもある１
つまたは複数のキャリア周波数で無線信号を送信および／または受信するように構成され
てもよい。これらの周波数は、ライセンススペクトル、アンライセンススペクトル、また
はライセンスおよびアンライセンススペクトルの組み合わせであってもよい。セルは、比
較的固定されてもよいか、または時間の経過に伴って変化することができる固有の地理的
エリアに無線サービスのカバレッジを提供することができる。セルは、セルセクタにさら
に分割されることができる。たとえば、基地局１１４ａに関連付けられているセルは、３
つのセクタに分割されることができる。したがって、１つの実施形態において、基地局１
１４ａは、３つの送受信機、すなわちセルのセクタごとに１つの送受信機を含むことがで
きる。１つの実施形態において、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を採
用することができ、セルの各セクタに対して複数の送受信機を使用することができる。た
とえば、ビームフォーミングは、望ましい空間方向に信号を送信および／または受信する
ために使用されることができる。
【００１４】
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　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェイス１１６を介して、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信することができ、エア
インターフェイス１１６は（たとえば、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波、センチ波、マ
イクロメータ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）任意の適切な無線通
信リンクであってもよい。エアインターフェイス１１６は、任意の適切な無線アクセス技
術（ＲＡＴ）を使用して確立されることができる。
【００１５】
　さらに具体的には、前述のように、通信システム１００は、多元接続システムであって
もよく、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのような、１
つまたは複数のチャネルアクセス方式を採用することができる。たとえば、ＲＡＮ１０４
／１１３内の基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用してエアインターフェイス１１５／１１６／１１７を確立す
ることができるＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ：ユニバーサル移動体通信システム）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ：地上波無線アクセス）のような無線技術を
実施することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／また
はＥｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）のような通信プロトコルを含むことができる
。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンク（ＤＬ）パケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／また
は高速ＵＬパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１６】
　実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎ
ｄｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）および／またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｐｒｏ（ＬＴＥ－Ａ　
Ｐｒｏ）を使用してエアインターフェイス１１６を確立することができるＥｖｏｌｖｅｄ
　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）のよ
うな無線技術を実施することができる。
【００１７】
　実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ（ＮＲ）を使用してエアインターフェイス１１６を確立することがで
きるＮＲ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓのような無線技術を実施することができる。
【００１８】
　実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
複数の無線技術を実施することができる。たとえば、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、たとえばデュアルコネクティビティ（ＤＮ）原理を使用し
て、ＬＴＥ無線アクセスとＮＲ無線アクセスを共に実施することができる。したがって、
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃによって使用されるエアインターフェイスは、複
数のタイプの無線アクセス技術および／または複数の基地局（たとえば、ｅＮＢおよびｇ
ＮＢ）に／から送信される送信によって特徴付けられることができる。
【００１９】
　その他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１１（すなわち、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（Ｗｉ
Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａ
ｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ
２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、Ｉｎｔｅｒｉｍ　
Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００（ＩＳ－２０００）、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　
９５（ＩＳ－９５）、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６（ＩＳ－８５６）、Ｇ
ｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（Ｇ
ＳＭ）、Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）などのような無線技術を実施すること
ができる。
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【００２０】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、たとえば、無線ルータ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍ
ｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ、またはアクセスポイントであってもよく、事業所、家庭、車両、キ
ャンパス、工業施設、空中回廊（たとえば、ドローンによる使用向け）、道路などのよう
な、局在的な領域において無線接続を容易にするために任意の適切なＲＡＴを使用するこ
とができる。１つの実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２
ｄは、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ８０２．
１１のような無線技術を実施することができる。実施形態において、基地局１１４ｂおよ
びＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確
立するためにＩＥＥＥ８０２．１５のような無線技術を実施することができる。さらにも
う１つの実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セル
ラーベースのＲＡＴ（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－Ａ、ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏ、ＮＲなど）を使用して、ピコセルまたはフェムトセルを確
立することができる。図１Ａにおいて示されるように、基地局１１４ｂは、インターネッ
ト１１０に直接接続することができる。したがって、基地局１１４ｂが、ＣＮ１０６／１
１５を介してインターネット１１０にアクセスする必要はなくてもよい。
【００２１】
　ＲＡＮ１０４／１１３は、ＣＮ１０６／１１５と通信することができ、音声、データ、
アプリケーション、および／またはｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのう
ちの１つまたは複数に提供するように構成された任意のタイプのネットワークであっても
よい。データは、異なるスループットの要件、待ち時間の要件、エラー許容の要件、信頼
性の要件、データスループットの要件、モビリティの要件などの、さまざまなサービス品
質（ＱｏＳ）要件を有することができる。ＣＮ１０６／１１５は、コール制御、課金サー
ビス、モバイルロケーションベースのサービス、プリペイドコール、インターネット接続
、ビデオ配信などを提供すること、および／またはユーザ認証のような高水準のセキュリ
ティ機能を実行することができる。図１Ａにおいて示されていないが、ＲＡＮ１０４／１
１３および／またはＣＮ１０６／１１５が、ＲＡＮ１０４／１１３と同じＲＡＴまたは異
なるＲＡＴを採用するその他のＲＡＮと直接または間接的に通信できることが理解されよ
う。たとえば、ＮＲ無線技術を使用していることもあるＲＡＮ１０４／１１３に接続され
ていることに加えて、ＣＮ１０６／１１５はまた、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＣＤＭＡ　２００
０、ＷｉＭＡＸ、Ｅ－ＵＴＲＡ、またはＷｉＦｉ無線技術を採用する別のＲＡＮ（図示せ
ず）と通信することもできる。
【００２２】
　ＣＮ１０６／１１５はまた、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または
その他のネットワーク１１２にアクセスするためのＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、１０２ｄのゲートウェイとしての役割を果たすこともできる。ＰＳＴＮ１０８は、従
来のアナログ電話回線サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話ネットワークを含む
ことができる。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイー
トの伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、および
／またはインターネットプロトコル（ＩＰ）のような、共通の通信プロトコルを使用する
相互接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスのグローバルシステムを含むこ
とができる。ネットワーク１１２は、その他のサービスプロバイダによって所有および／
または操作される有線および／または無線の通信ネットワークを含むことができる。たと
えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４／１１３と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを
採用することができる１つまたは複数のＲＡＮに接続された別のＣＮを含むこともできる
。
【００２３】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部また
は全部は、マルチモード機能を含むことができる（たとえば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
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ｂ、１０２ｃ、１０２ｄはさまざまな無線リンクを介してさまざまな無線ネットワークと
通信するための複数の送受信機を含むことができる）。たとえば、図１Ａに示されるＷＴ
ＲＵ１０２ｃは、セルラーベースの無線技術を採用することができる基地局１１４ａ、お
よびＩＥＥＥ８０２無線技術を採用することができる基地局１１４ｂと通信するように構
成されることができる。
【００２４】
　図１Ｂは、例示のＷＴＲＵ１０２を示すシステム図である。図１Ｂにおいて示されるよ
うに、ＷＴＲＵ１０２は、特に、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送信／受信要素１
２２、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッ
ド１２８、固定式メモリ１３０、取り外し可能メモリ１３２、電源１３４、全地球測位シ
ステム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および／またはその他の周辺機器１３８を含むこ
とができる。ＷＴＲＵ１０２が、前述の要素の任意の部分的組み合わせを含むことができ
、引き続き実施形態に整合することが理解されよう。
【００２５】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、特殊用途プロセッサ、従来のプロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１つ
または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意
のその他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械などであってもよい。プロセッサ１１８
は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が
無線環境で動作できるようにする任意の他の機能を実行することができる。プロセッサ１
１８は、送信／受信要素１２２に結合されることができる送受信機１２０に結合されるこ
とができる。図１Ｂはプロセッサ１１８および送受信機１２０を別個のコンポーネントと
して示すが、プロセッサ１１８および送受信機１２０が電子パッケージまたはチップに統
合されることができることが理解されよう。
【００２６】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェイス１１６を介して基地局（たとえば、基
地局１１４ａ）に信号を送信するか、または基地局から信号を受信するように構成される
ことができる。たとえば、１つの実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号
を送信および／または受信するように構成されたアンテナであってもよい。実施形態にお
いて、送信／受信要素１２２は、たとえば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および
／または受信するように構成されたエミッタ／検出器であってもよい。さらにもう１つの
実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号および光信号を送信および／また
は受信するように構成されることができる。送信／受信要素１２２は、無線信号の任意の
組み合わせを送信および／または受信するように構成されることができることが理解され
よう。
【００２７】
　図１Ｂにおいて、送信／受信要素１２２は単一の要素として示されるが、ＷＴＲＵ１０
２は任意の数の送信／受信要素１２２を含むことができる。さらに具体的には、ＷＴＲＵ
１０２は、ＭＩＭＯ技術を採用することができる。したがって、１つの実施形態において
、ＷＴＲＵ１０２は、エアインターフェイス１１６を介して無線信号を送信および受信す
るために２つ以上の送信／受信要素１２２（たとえば、複数のアンテナ）を含むことがで
きる。
【００２８】
　送受信機１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調し、送信
／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成されることができる。前
述のように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有することができる。したがって、
送受信機１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、たとえばＮＲおよびＩＥＥＥ８０２．１１のよう
な複数のＲＡＴを介して通信できるようにするための複数の送受信機を含むことができる
。
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【００２９】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）表示ユニット、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結
合されてもよく、これらの機器からユーザ入力データを受信することができる。プロセッ
サ１１８はまた、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／または
ディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。加えて、プ
ロセッサ１１８は、固定式メモリ１３０および／または取り外し可能メモリ１３２のよう
な、任意のタイプの適切なメモリから情報にアクセスし、適切なメモリにデータを格納す
ることができる。固定式メモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り
専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意のその他のタイプのメモリストレー
ジデバイスを含むことができる。取り外し可能メモリ１３２は、加入者識別モジュール（
ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含む
ことができる。その他の実施形態において、プロセッサ１１８は、サーバ上、またはホー
ムコンピュータ（図示せず）上のような、ＷＴＲＵ１０２に物理的に位置していないメモ
リから情報にアクセスし、そのようなメモリにデータを格納することができる。
【００３０】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ１０２内の
その他のコンポーネントへの電力の配電および／または制御を行なうように構成されるこ
とができる。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための任意の適切なデバイ
スであってもよい。たとえば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（たとえば、ニッ
ケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、
リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００３１】
　プロセッサ１１８はまた、ＧＰＳチップセット１３６に結合されることができ、ＧＰＳ
チップセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（たとえば、緯度
および経度）を提供するように構成されることができる。ＧＰＳチップセット１３６から
の情報に加えて、またはその情報の代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（たとえば、基
地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインターフェイス１１６を介して位置情報を受信する
こと、および／または２つ以上の近隣の基地局から受信されている信号のタイミングに基
づいてその位置を決定することができる。ＷＴＲＵ１０２が、任意の適切な位置決定の方
法を用いて位置情報を取得することができ、引き続き実施形態に整合することが理解され
よう。
【００３２】
　プロセッサ１１８は、その他の周辺機器１３８にさらに結合されてもよく、周辺機器１
３８は、追加の特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続を提供する１つまたは
複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むことができる。たとえ
ば、周辺機器１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星送受信機、デジタルカメラ（写真
および／またはビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動装置、テ
レビ送受信機、ハンドフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール
、周波数変調（ＦＭ）無線装置、デジタル音楽プレイヤー、メディアプレイヤー、テレビ
ゲームプレイヤーモジュール、インターネットブラウザ、仮想現実および／または拡張現
実（ＶＲ／ＡＲ）デバイス、アクティビティトラッカーなどを含むことができる。周辺機
器１３８は、１つまたは複数のセンサーを含むことができ、センサーは、ジャイロスコー
プ、加速度計、ホール効果センサー、磁力計、方位センサー、近接センサー、温度センサ
ー、時間センサー、ジオロケーションセンサー、高度計、光センサー、タッチセンサー、
磁力計、気圧計、ジェスチャーセンサー、バイオメトリックセンサー、および／または湿
度センサーのうちの１つまたは複数であってもよい。
【００３３】
　ＷＴＲＵ１０２は、（たとえば、ＵＬ（たとえば、送信用）およびダウンリンク（たと
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えば、受信用）の両方の特定のサブフレームに関連付けられている）信号の一部または全
部の送信および受信が並行および／または同時であってもよい、全二重無線を含むことが
できる。全二重無線は、ハードウェア（たとえば、チョーク）を介して、またはプロセッ
サ（たとえば、別個のプロセッサ（図示せず）もしくはプロセッサ１１８）を介する信号
処理を介して、自己干渉を低減および／または実質的に除去するために、干渉管理ユニッ
ト１３９を含むことができる。実施形態において、ＷＴＲＵ１０２は、（たとえば、ＵＬ
（たとえば、送信用）またはダウンリンク（たとえば、受信用）のいずれかの特定のサブ
フレームに関連付けられている）信号の一部または全部の送信および受信のための、半二
重無線を含むことができる。
【００３４】
　図１Ｃは、実施形態によるＲＡＮ１０４およびＣＮ１０６を示すシステム図である。前
述のように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を採用して、エアインターフェイス
１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。ＲＡＮ
１０４はまた、ＣＮ１０６と通信することもできる。
【００３５】
　ＲＡＮ１０４はｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むことができるが、
引き続き実施形態に整合しながら、ＲＡＮ１０４は任意の数のｅＮｏｄｅ－Ｂを含むこと
ができることが理解されよう。ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは各々、エ
アインターフェイス１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するた
めの１つまたは複数の送受信機を含むことができる。１つの実施形態において、ｅＮｏｄ
ｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃはＭＩＭＯ技術を実施することができる。したがっ
て、たとえば、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａは、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２
ａに無線信号を送信すること、および／またはＷＴＲＵ１０２ａから無線信号を受信する
ことができる。
【００３６】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは各々、特定のセル（図示せず）に関連
付けられてもよく、無線リソース管理の決定、ハンドオーバの決定、ＵＬおよび／または
ＤＬにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構成されることができる。
図１Ｃに示すように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、Ｘ２インターフ
ェイスを介して相互に通信することができる。
【００３７】
　図１Ｃに示されるＣＮ１０６は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２、サー
ビス提供ゲートウェイ（ＳＧＷ）１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ（またはＰＧＷ）１６６を含むことができる。前述の要素は各々、ＣＮ１０
６の一部として示されているが、それらの要素のうちのいずれかがＣＮオペレータ以外の
エンティティによって所有および／または操作されることができることが理解されよう。
【００３８】
　ＭＭＥ１６２は、Ｓ１インターフェイスを介してＲＡＮ１０４内のｅＮｏｄｅ－Ｂ１６
２ａ、１６２ｂ、１６２ｃの各々に接続されることができ、制御ノードとしての役割を果
たすことができる。たとえば、ＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
のユーザを認証すること、ベアラのアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃの初期接続中に特定のサービス提供ゲートウェイを選択することなど
に責任を負うことができる。ＭＭＥ１６２は、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭおよび／またはＷ
ＣＤＭＡのような他の無線技術を採用するその他のＲＡＮ（図示せず）とを切り替えるた
めの制御プレーン機能を提供することができる。
【００３９】
　ＳＧＷ１６４は、Ｓ１インターフェイスを介してＲＡＮ１０４内のｅＮｏｄｅ－Ｂ１６
０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続されることができる。ＳＧＷ１６４は一般に、ユ
ーザデータパケットを、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間でルーティングお
よび転送することができる。ＳＧＷ１６４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ間ハンドオーバ中にユーザ
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プレーンを固定すること、ＤＬデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに使用可
能な場合にページングをトリガーすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコ
ンテキストを管理して格納することなどのような、その他の機能を実行することができる
。
【００４０】
　ＳＧＷ１６４は、ＰＧＷ１６６に接続されることができ、ＰＧＷ１６６は、インターネ
ット１１０のようなパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応のデバイス
との間の通信を容易にすることができる。
【００４１】
　ＣＮ１０６は、その他のネットワークとの通信を容易にすることができる。たとえば、
ＣＮ１０６は、ＰＳＴＮ１０８のような回線交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来
の地上通信線通信デバイスとの間の通信を容易にすることができる。たとえば、ＣＮ１０
６は、ＣＮ１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインターフェイスとしての役割を果たすＩＰ
ゲートウェイ（たとえば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含むこ
とができるか、またはＩＰゲートウェイと通信することができる。加えて、ＣＮ１０６は
、その他のサービスプロバイダによって所有および／または操作される他の有線および／
または無線ネットワークを含むことができるその他のネットワーク１１２へのアクセスを
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００４２】
　ＷＴＲＵは図１Ａ～図１Ｄにおいて無線端末として説明されているが、特定の代表的な
実施形態において、そのような端末が通信ネットワークとの有線通信インターフェイスを
（たとえば、一時的または永続的に）使用することができることが企図される。
【００４３】
　代表的な実施形態において、その他のネットワーク１１２は、ＷＬＡＮであってもよい
。
【００４４】
　インフラストラクチャ基本サービスセット（ＢＳＳ）モードにおけるＷＬＡＮは、ＢＳ
Ｓのアクセスポイント（ＡＰ）、およびＡＰに関連付けられている１つまたは複数のステ
ーション（ＳＴＡ）を有することができる。ＡＰは、分散システム（ＤＳ）またはＢＳＳ
のトラフィック流入および流出を搬送する別のタイプの有線／無線ネットワークへのアク
セスまたはインターフェイスを有することができる。ＢＳＳの外部から生じるＳＴＡへの
トラフィックは、ＡＰを経由して到達することができ、ＳＴＡに配信されることができる
。ＢＳＳの外部の宛先へのＳＴＡから生じるトラフィックは、それぞれの宛先に配信され
るようにＡＰに送信されることができる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ＡＰを
経由して送信されることができ、たとえば、ソースＳＴＡはトラフィックをＡＰに送信す
ることができ、ＡＰはトラフィックを宛先ＳＴＡに配信することができる。ＢＳＳ内のＳ
ＴＡ間のそのトラフィックは、ピアツーピアトラフィックと見なされる、および／または
称されることができる。ピアツーピアトラフィックは、直接リンクセットアップ（ＤＬＳ
）によりソースと宛先ＳＴＡの間で（たとえば間で直接に）送信されることができる。特
定の代表的な実施形態において、ＤＬＳは、８０２．１１ｅＤＬＳまたは８０２．１１ｚ
トンネル化ＤＬＳ（ＴＤＬＳ）を使用することができる。独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ）モード
を使用するＷＬＡＮは、ＡＰを有していないこともあり、ＩＢＢＳ内またはＩＢＳＳを使
用するＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡの全部）は、相互に直接通信することができる。通信の
ＩＢＳＳモードは、場合によっては本明細書において通信の「アドホック」モードと称さ
れることができる。
【００４５】
　８０２．１１ａｃインフラストラクチャ動作モード、または類似する動作モードを使用
する場合、ＡＰは、１次チャネルのような固定チャネルでビーコンを送信することができ
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る。１次チャネルは、固定の幅（たとえば、２０ＭＨｚ広帯域幅）であってもよいか、ま
たはシグナリングを介して動的設定された幅であってもよい。１次チャネルは、ＢＳＳの
動作チャネルであってもよく、ＡＰとの接続を確立するためにＳＴＡによって使用される
ことができる。特定の代表的な実施形態において、キャリア感知多重アクセス衝突回避（
ＣＳＭＡ／ＣＡ）は、たとえば８０２．１１システムにおいて実施されることができる。
ＣＳＭＡ／ＣＡの場合、ＡＰを含むＳＴＡ（たとえば、あらゆるＳＴＡ）は、１次チャネ
ルを感知することができる。特定のＳＴＡにより１次チャネルがビジー状態であると感知
される／検出される、および／または決定される場合、特定のＳＴＡはバックオフするこ
とができる。１つのＳＴＡ（たとえば、唯一のステーション）は、所与のＢＳＳにおいて
任意の所与の時間に送信することができる。
【００４６】
　高スループット（ＨＴ）ＳＴＡは、たとえば、４０ＭＨｚ幅のチャネルを形成するため
に１次２０ＭＨｚチャネルと隣接または非隣接の２０ＭＨｚチャネルとの結合を介して、
４０ＭＨｚ幅のチャネルを通信に使用することができる。
【００４７】
　超高スループット（ＶＨＴ）ＳＴＡは、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および
／または１６０ＭＨｚ幅のチャネルをサポートすることができる。４０ＭＨｚ、および／
または８０ＭＨｚのチャネルは、連続する２０ＭＨｚチャネルを結合することによって形
成されることができる。１６０ＭＨｚチャネルは、８つの連続する２０ＭＨｚチャネルを
結合すること、または８０＋８０構成と称されることができる、２つの非連続の８０ＭＨ
ｚチャネルを結合することによって形成されることができる。８０＋８０構成の場合、デ
ータは、チャネルエンコーディング後に、データを２つのストリームに分割することがで
きるセグメントパーサを通過されることができる。逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）処理
、および時間ドメイン処理は、各ストリームで別々に行なわれることができる。ストリー
ムは、２つの８０ＭＨｚチャネルにマップされることができ、データは送信側ＳＴＡによ
って送信されることができる。受信側ＳＴＡの受信機において、８０＋８０構成の上記で
説明される操作は逆転されることができ、結合されたデータはメディアアクセス制御（Ｍ
ＡＣ）に送信されることができる。
【００４８】
　サブ１ＧＨｚの動作モードは、８０２．１１ａｆおよび８０２．１１ａｈによってサポ
ートされる。チャネル動作帯域幅、およびキャリアは、８０２．１１ｎおよび８０２．１
１ａｃにおいて使用される動作モードに応じて８０２．１１ａｆおよび８０２．１１ａｈ
において低減される。８０２．１１ａｆは、ＴＶホワイトスペース（ＴＶＷＳ）スペクト
ルの５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、および２０ＭＨｚ帯域幅をサポートし、８０２．１１ａｈは
、非ＴＶＷＳスペクトルを使用する１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および１
６ＭＨｚ帯域幅をサポートする。代表的な実施形態によると、８０２．１１ａｈは、マク
ロカバレッジエリアにおけるＭＴＣデバイスのような、メータータイプ制御／マシンタイ
プ通信をサポートすることができる。ＭＴＣデバイスは、特定の機能、たとえば特定およ
び／または限られた帯域幅の（たとえばサポートのみ）サポートを含む、限定された機能
を有することができる。ＭＴＣデバイスは、（たとえば、非常に長いバッテリ寿命を維持
するために）しきい値を超えるバッテリ寿命を備えた電池を含むことができる。
【００４９】
　８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｆ、および８０２．１１ａｈのよ
うな、複数のチャネルおよびチャネル帯域幅をサポートするＷＬＡＮシステムは、１次チ
ャネルと指定されることができるチャネルを含む。１次チャネルは、ＢＳＳ内のすべての
ＳＴＡによってサポートされる最大共通動作帯域幅と等しい帯域幅を有することができる
。１次チャネルの帯域幅は、最小帯域幅動作モードをサポートするＢＳＳで動作している
すべてのＳＴＡの中からのＳＴＡによって設定および／または制限されることができる。
８０２．１１ａｈの例において、たとえＢＳＳ内のＡＰおよびその他のＳＴＡが、２ＭＨ
ｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、１６ＭＨｚ、および／またはその他のチャネル帯域幅動作モー
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ドをサポートする場合であっても、１次チャネルは、１ＭＨｚモードをサポートする（た
とえば、サポートのみする）ＳＴＡ（たとえば、ＭＴＣタイプのデバイス）に対して１Ｍ
Ｈｚ幅であってもよい。キャリア感知および／またはネットワーク割り当てベクトル（Ｎ
ＡＶ）設定は、１次チャネルのステータスに依存することができる。たとえば、（１ＭＨ
ｚ動作モードのみをサポートする）ＳＴＡがＡＰに送信しているので、１次チャネルがビ
ジー状態である場合、使用可能な周波数帯域全体は、周波数帯域の大部分がアイドル状態
であり使用可能であったとしても、ビジー状態であると見なされることができる。
【００５０】
　米国において、８０２．１１ａｈによって使用されることができる使用可能な周波数帯
域は、９０２ＭＨｚから９２８ＭＨｚである。韓国において、使用可能な周波数帯域は９
１７．５ＭＨｚから９２３．５ＭＨｚである。日本において、使用可能な周波数帯域は９
１６．５ＭＨｚから９２７．５ＭＨｚである。８０２．１１ａｈに使用可能な合計帯域幅
は、国識別コードに応じて６ＭＨｚから２６ＭＨｚである。
【００５１】
　図１Ｄは、実施形態によるＲＡＮ１１３およびＣＮ１１５を示すシステム図である。前
述のように、ＲＡＮ１１３は、ＮＲ無線技術を採用して、エアインターフェイス１１６を
介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。ＲＡＮ１１３は
また、ＣＮ１１５と通信することもできる。
【００５２】
　ＲＡＮ１１３はｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃを含むことができるが、引き続き
実施形態に整合しながら、ＲＡＮ１１３は任意の数のｇＮＢを含むことができることが理
解されよう。ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは各々、エアインターフェイス１１６
を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数の送受
信機を含むことができる。１つの実施形態において、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０
ｃはＭＩＭＯ技術を実施することができる。たとえば、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂは、ビ
ームフォーミングを使用して、信号をｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃに送信および
／またはｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃから受信することができる。したがって、
たとえば、ｇＮＢ１８０ａは、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号
を送信および／またはＷＴＲＵ１０２ａから無線信号を受信することができる。実施形態
において、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃはキャリアアグリゲーション技術を実施
することができる。たとえば、ｇＮＢ１８０ａは、複数コンポーネントキャリアをＷＴＲ
Ｕ１０２ａ（図示せず）に送信することができる。これらのコンポーネントキャリアのサ
ブセットは、アンライセンススペクトル上にあってもよいが、残りのコンポーネントキャ
リアはライセンススペクトル上にあってもよい。実施形態において、ｇＮＢ１８０ａ、１
８０ｂ、１８０ｃは協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）技術を実施することができる。たと
えば、ＷＴＲＵ１０２ａは、ｇＮＢ１８０ａおよびｇＮＢ１８０ｂ（および／またはｇＮ
Ｂ１８０ｃ）から協調送信を受信することができる。
【００５３】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、スケーラブルなヌメロロジに関連付けられ
ている送信を使用してｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信することができる。Ｏ
ＦＤＭシンボル間隔および／またはＯＦＤＭサブキャリア間隔は、さまざまな送信、さま
ざまなセル、および／または無線送信スペクトルのさまざまな部分について異なることが
できる。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、さまざまな、またはスケーラブルな
長さのサブフレームまたは送信時間間隔（ＴＴＩ）（たとえば、さまざまな数のＯＦＤＭ
シンボルを含む、および／またはさまざまな長さの絶対時間を存続する）を使用してｇＮ
Ｂ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信することができる。
【００５４】
　ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、スタンドアロンの構成および／またはスタン
ドアロン以外の構成においてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するように構
成されることができる。スタンドアロンの構成において、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
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１０２ｃは、（たとえば、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのような）その
他のＲＡＮにもアクセスすることなく、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信する
ことができる。スタンドアロンの構成において、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃのうちの１つまたは複数を、モビリティアンカ
ーポイントとして使用することができる。スタンドアロンの構成において、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、アンライセンス帯域において信号を使用してｇＮＢ１８０
ａ、１８０ｂ、１８０ｃと通信することができる。スタンドアロン以外の構成において、
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０
ｃのような別のＲＡＮとも通信／接続しながら、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと
通信／接続することができる。たとえば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、１
つまたは複数のｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃ、および１つまたは複数のｅＮｏｄ
ｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃとほぼ同時に通信するために、ＤＣ原理を実施する
ことができる。スタンドアロン以外の構成において、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ、１６０ｂ
、１６０ｃは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティアンカーとしての役
割を果たすことができ、ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃにサービス提供するための追加のカバレッジおよび／またはスループッ
トを提供することができる。
【００５５】
　ｇＮＢ１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは各々、特定のセル（図示せず）に関連付けられ
ることができ、無線リソース管理の決定、ハンドオーバの決定、ＵＬおよび／またはＤＬ
におけるユーザのスケジューリング、ネットワークスライシングのサポート、デュアルコ
ネクティビティ、ＮＲとＥ－ＵＴＲＡの間の相互作用、ユーザプレーン機能（ＵＰＦ）１
８４ａ、１８４ｂへのユーザプレーンデータのルーティング、アクセスおよびモビリティ
管理機能（ＡＭＦ）１８２ａ、１８２ｂへの制御プレーン情報のルーティングなどを処理
するように構成されることができる。図１Ｄに示されるように、ｇＮＢ１８０ａ、１８０
ｂ、１８０ｃは、Ｘｎインターフェイスを介して相互に通信することができる。
【００５６】
　図１Ｄに示されるＣＮ１１５は、少なくとも１つのＡＭＦ１８２ａ、１８２ｂ、少なく
とも１つのＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂ、少なくとも１つのセッション管理機能（ＳＭＦ）
１８３ａ、１８３ｂ、および場合によってはデータネットワーク（ＤＮ）１８５ａ、１８
５ｂを含むことができる。前述の要素は各々、ＣＮ１１５の一部として示されているが、
それらの要素のうちのいずれかがＣＮオペレータ以外のエンティティによって所有および
／または操作されることができることが理解されよう。
【００５７】
　ＡＭＦ１８２ａ、１８２ｂは、Ｎ２インターフェイスを介してＲＡＮ１１３内のｇＮＢ
１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃの１つまたは複数に接続されることができ、制御ノードと
しての役割を果たすことができる。たとえば、ＡＭＦ１８２ａ、１８２ｂは、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証すること、ネットワークスライシングのサポ
ート（たとえば、異なる要件を備える異なるＰＤＵセッションの処理）、特定のＳＭＦ１
８３ａ、１８３ｂを選択すること、登録エリアの管理、ＮＡＳシグナリングの終了、モビ
リティ管理などに責任を負うことができる。ネットワークスライシングは、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに使用されているサービスのタイプに基づいてＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃのＣＮサポートをカスタマイズするために、ＡＭＦ１８２ａ、１
８２ｂによって使用されることができる。たとえば、さまざまなネットワークスライスが
、超高信頼性低遅延（ＵＲＬＬＣ）アクセスに依存するサービス、高度化マッシブモバイ
ルブロードバンド（ｅＭＢＢ）アクセスに依存するサービス、マシンタイプ通信（ＭＴＣ
）アクセスに依存するサービス、および／または類似するサービスのようなさまざまなユ
ースケースについて確立されることができる。ＡＭＦ１６２は、ＲＡＮ１１３と、ＬＴＥ
、ＬＴＥ－Ａ、ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏのようなその他の無線技術、および／またはＷｉＦｉ
のような非３ＧＰＰアクセス技術を採用するその他のＲＡＮ（図示せず）とを切り替える
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ための制御プレーン機能を提供することができる。
【００５８】
　ＳＭＦ１８３ａ、１８３ｂは、Ｎ１１インターフェイスを介してＣＮ１１５内のＡＭＦ
１８２ａ、１８２ｂに接続されることができる。ＳＭＦ１８３ａ、１８３ｂはまた、Ｎ４
インターフェイスを介してＣＮ１１５内のＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂに接続されることも
できる。ＳＭＦ１８３ａ、１８３ｂは、ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂを選択および制御する
ことができ、ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂを通じてトラフィックのルーティングを構成する
ことができる。ＳＭＦ１８３ａ、１８３ｂは、ＵＥ　ＩＰアドレスを管理し割り当てるこ
と、ＰＤＵセッションを管理すること、ポリシー実施およびＱｏＳを制御すること、ダウ
ンリンクデータ通知を提供することなどのようなその他の機能を実行することができる。
ＰＤＵセッションタイプは、ＩＰベース、非ＩＰベース、イーサネットベースなどであっ
てもよい。
【００５９】
　ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂは、Ｎ３インターフェイスを介してＲＡＮ１１３内のｇＮＢ
１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃの１つまたは複数に接続されることができ、これはＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネット１１０のようなパケット交換ネット
ワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応のデ
バイスとの間の通信を容易にすることができる。ＵＰＦ１８４、１８４ｂは、パケットを
ルーティングおよび転送すること、ユーザプレーンポリシーを実施すること、マルチホー
ムＰＤＵセッションをサポートすること、ユーザプレーンＱｏＳを処理すること、ダウン
リンクパケットをバッファに入れること、モビリティアンカリングを提供することなどの
ようなその他の機能を実行することができる。
【００６０】
　ＣＮ１１５は、その他のネットワークとの通信を容易にすることができる。たとえば、
ＣＮ１１５は、ＣＮ１１５とＰＳＴＮ１０８との間のインターフェイスとしての役割を果
たすＩＰゲートウェイ（たとえば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）
を含むことができるか、またはＩＰゲートウェイと通信することができる。加えて、ＣＮ
１１５は、その他のサービスプロバイダによって所有および／または操作される他の有線
および／または無線ネットワークを含むことができるその他のネットワーク１１２へのア
クセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。１つの実施形
態において、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂへの
Ｎ３インターフェイス、およびＵＰＦ１８４ａ、１８４ｂとローカルデータネットワーク
（ＤＮ）１８５ａ、１８５ｂの間のＮ６インターフェイスを介してＵＰＦ１８４ａ、１８
４ｂを通じてＤＮ１８５ａ、１８５ｂに接続されることができる。
【００６１】
　図１Ａ～図１Ｄ、および図１Ａ～図１Ｄの対応する説明を考慮すると、本明細書におい
て説明されるＷＴＲＵ１０２ａ～ｄ、基地局１１４ａ～ｂ、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１６０ａ～ｃ
、ＭＭＥ１６２、ＳＧＷ１６４、ＰＧＷ１６６、ｇＮＢ１８０ａ～ｃ、ＡＭＦ１８２ａ～
ａｂ、ＵＰＦ１８４ａ～ｂ、ＳＭＦ１８３ａ～ｂ、ＤＮ１８５ａ～ｂ、および／または任
意のその他のデバイスのうちの１つまたは複数に関する本明細書において説明される機能
の１つまたは複数、または全部は、１つまたは複数のエミュレーションデバイス（図示せ
ず）によって実行されることができる。エミュレーションデバイスは、本明細書において
説明される機能の１つまたは複数、または全部をエミュレートするように構成された１つ
または複数のデバイスであってもよい。たとえば、エミュレーションデバイスは、その他
のデバイスをテストするため、および／またはネットワークおよび／またはＷＴＲＵ機能
をシミュレートするために使用されることができる。
【００６２】
　エミュレーションデバイスは、研究室環境および／またはオペレータネットワーク環境
において、その他のデバイスの１つまたは複数のテストを実施するように設計されること
ができる。たとえば、１つまたは複数のエミュレーションデバイスは、通信ネットワーク
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内のその他のデバイスをテストするために有線および／または無線通信ネットワークの一
部として全体的または部分的に実施および／または配備されている間、機能の１つまたは
複数、または全部を実行することができる。１つまたは複数のエミュレーションデバイス
は、有線および／または無線通信ネットワークの一部として一時的に実施および／または
配備されている間、１つまたは複数、または全部の機能を実行することができる。エミュ
レーションデバイスは、テストのために別のデバイスに直接結合されることができる、お
よび／またはオーバージエア無線通信を使用してテストを実行することができる。
【００６３】
　１つまたは複数のエミュレーションデバイスは、有線および／または無線通信ネットワ
ークの一部として実施／配備されていない間に、全部を含む、１つまたは複数の機能を実
行することができる。たとえば、エミュレーションデバイスは、１つまたは複数のコンポ
ーネントのテストを実施するために、テスト研究室および／または配備されていない（た
とえば、テストの）有線および／または無線通信ネットワークのテストシナリオにおいて
使用されることができる。１つまたは複数のエミュレーションデバイスは、テスト機器で
あってもよい。直接ＲＦ結合および／またはＲＦ回路（たとえば、１つまたは複数のアン
テナを含むことができる）を介する無線通信は、データを送信および／または受信するた
めにエミュレーションデバイスによって使用されることができる。
【００６４】
　本明細書において説明される通信ネットワークは、たとえば通信ネットワークを仮想化
する手段として、複数のネットワークスライスを含むように構成されることができる。仮
想化通信ネットワークにおいて、ＷＴＲＵは、仮想および／または専用のリソースが提供
される差異化サービスを受信することができる。たとえば、第１のネットワークスライス
は、スマートフォン向けサービスを提供するために使用されることができる。第２のネッ
トワークスライスは、公共安全サービスのような重要なサービスを提供するために使用さ
れることができる。第３のネットワークスライスは、センサー、マシン、および／または
同種のものにＩｏＴサービスを提供するために使用されることができる。
【００６５】
　図２は、ネットワークスライスの例示のアーキテクチャを示す。例示のアーキテクチャ
は、共有無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）および１つまたは複数のネットワークスラ
イスを含むことができる。ネットワークスライスは、アクセスおよびモビリティ管理機能
（ＡＭＦ）を含むことができ、これはまた本明細書において共通制御プレーン（ＣＰ）ネ
ットワーク機能（ＣＣＮＦ）と称されてもよい。ネットワークスライスは、１つまたは複
数のコアネットワーク（ＣＮ）スライス（ＣＮＳ）を含むことができる。ＡＭＦは、ネッ
トワークスライスに関連する認証および／またはモビリティ管理機能のような機能をホス
ティングすることができる。ＣＮＳは、セッション管理機能のような機能（たとえば、ス
ライスＣＰネットワーク機能）をホスティングすることができる。ＷＴＲＵは、たとえば
、ネットワークに登録すると、（たとえば、少なくとも１つのネットワークスライスに関
して）ＡＭＦによって割り振られることおよび／またはサービス提供されることができる
。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵを識別する一時識別子（ＩＤ）、ＡＭＦ、および／またはＷＴＲ
ＵとＡＭＦの間のアソシエーションを提供されることができる。
【００６６】
　ＲＡＮは、ＷＴＲＵによって送信された登録メッセージをＡＭＦに方向付けるように構
成されることができる。方向付けは、たとえばＷＴＲＵがネットワークに最初にアクセス
するとき（たとえば、登録するとき）に生じることができ、ＷＴＲＵによって提供される
ネットワークスライス選択支援情報（ＮＳＳＡＩ）に基づいてもよい。ＮＳＳＡＩは、本
明細書において、支援情報および／またはネットワークスライス支援情報と称されること
ができ、同義的に使用されることができる。ＡＭＦは、ＲＡＮから方向付けられた登録メ
ッセージを受信すると、ＷＴＲＵを認証および／または登録することができる。ネットワ
ークスライス選択機能（ＮＳＳＦ）は、ＷＴＲＵの１つまたは複数のネットワークスライ
スを選択するように構成されることができる。ＮＳＳＦは、ＲＡＮおよび／またはＡＭＦ
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の内部にある（たとえば、その一部である）ことができる。ＮＳＳＦはまた、ＲＡＮおよ
び／またはＡＭＦから独立することができる。
【００６７】
　ネットワークスライス選択は、たとえば、ＷＴＲＵによって提供される支援情報、ネッ
トワークおよび／またはＷＴＲＵについて構成されたローカルポリシー、ＷＴＲＵに関連
付けられているサブスクリプション情報、ＷＴＲＵの能力、および／またはＷＴＲＵに関
連付けられている地域情報を含むさまざまな要因に基づいて行なわれることができる。ネ
ットワークスライスの選択は、ＷＴＲＵにサービス提供しているＡＭＦと少なくとも１つ
のＣＮＳの間のバインディングを生じさせることがある。
【００６８】
　ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの操作のさまざまな段階中に支援情報で（たとえば、ネットワー
クにより）構成されることができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ネットワークとの登録手順
中にネットワークから支援情報を受信することができる。ＷＴＲＵはまた、オープンモバ
イルアライアンス（ＯＭＡ）デバイス管理（ＤＭ）手順を通じて支援情報を受信し、受信
された支援情報についてネットワークに通知することもできる。ＷＴＲＵは、受信する支
援情報を格納することができ、その後（たとえば、ネットワークから受信される新規また
は更新済み情報に基づいて）格納されている支援情報を更新することができる。ＷＴＲＵ
は、ネットワークスライスへのアクセスを要求するために、元のまたは更新済みの支援情
報をネットワークノード（たとえば、ＲＡＮ、ＡＭＦ、ＮＳＳＦなど）に提供することが
できる。ネットワークノード（たとえば、ＲＡＮ、ＡＭＦ、ＮＳＳＦなど）は、ＷＴＲＵ
によって提供される支援情報を使用して、ＷＴＲＵのネットワークスライスを選択するこ
とができる。
【００６９】
　本明細書において説明される支援情報は、以下の特徴のうちの１つまたは複数を含むこ
とができる。支援情報は、アプリケーション識別を含むことができる。支援情報は、テナ
ント識別（たとえば、アプリケーションサービスプロバイダを識別することができる）を
含むことができる。支援情報は、ＷＴＲＵ使用クラスを含むことができる。支援情報は、
デバイスタイプを含むことができる。支援情報は、ネットワークタイプの識別子（たとえ
ば、ネットワークにより提供されるサービスを識別することができる）を含むことができ
る。
【００７０】
　テナント識別は、ネットワークを使用して特定のタイプのサービスを提供することがで
きる会社（たとえば、アプリケーションサービスプロバイダ）を識別することができる。
ＷＴＲＵ使用クラスは、差異化サービス（たとえば、マッシブＩｏＴ、高度化モバイルブ
ロードバンド（ｅＭＢＢ）、および／またはクリティカル通信（ＣｒｉＣ）など）を示す
ことができる。デバイスタイプは、たとえば、デバイスがスマートフォンであるか、ＭＴ
Ｃデバイスであるかどうかなどを指示することができる。デバイスタイプは、サブタイプ
を含むことができる。たとえば、サブタイプは、ＭＴＣデバイスが車両内にあることを指
示することができる。デバイスタイプは、１つまたは複数のサービスサブタイプを含むこ
とができる。サービスサブタイプは、たとえば、デバイスが、エンターテイメントサービ
スのような低遅延および高データ転送速度サービスをサポートすること、またはデバイス
が低データ転送速度および低モビリティをサポートする（たとえば、センサータイプのＭ
ＴＣデバイスの場合もある）ことを指示することができる。ネットワークタイプの識別子
は、ネットワークが特定のタイプのデバイスをサポートするかどうかを指示することがで
きる。たとえば、「ＭＴＣネットワーク」は、ＭＴＣデバイスがアクセスすることができ
るネットワークを識別するために使用されることができる。
【００７１】
　特定の場合において、ＷＴＲＵは、ネットワークに登録するときに支援情報を有してい
ないこともある。特定の場合において、ＷＴＲＵは、支援情報を保持することができるが
、（たとえば、ネットワークがＷＴＲＵにＩＰアドレスなしでネットワークに登録できる
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ようにすることができるので）ネットワークとのＰＤＮ接続を要求することができる。ネ
ットワークおよび／またはＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがネットワークに登録した後にＷＴＲＵ
に使用可能となる支援情報をネットワークおよび／またはＷＴＲＵが使用することができ
るかどうかおよび／またはどのように使用することができるかに関する１つまたは複数の
ルールで構成されることができる。
【００７２】
　たとえば、ネットワーク（たとえば、ＡＭＦ、ＲＡＮ、モビリティ管理機能など）は、
（たとえば、接続または登録メッセージのような）ＮＡＳメッセージをＷＴＲＵから受信
するように構成されることができる。ネットワークは、ＷＴＲＵによって提供される支援
情報の有無にかかわらずＮＡＳメッセージを受信することができる。ネットワークは、Ｗ
ＴＲＵのサブスクリプション、ローカルポリシー、能力（たとえば、ネットワーク能力）
、および／またはその他の情報を評価（たとえば、検証）して、（たとえば、ＷＴＲＵが
ＮＡＳメッセージを伴う支援情報を含んでいた場合であっても）ＷＴＲＵの適切な（たと
えば、許容可能な）支援情報を決定することができる。ネットワークにより決定された支
援情報は、どのネットワークスライスにＷＴＲＵがアクセスすることを許可されることが
できるかに影響を及ぼすことができる。支援情報によるネットワークスライスの実際の選
択は、たとえばＷＴＲＵがネットワークスライスによって提供されたそのネットワークス
ライスまたはサービスを使用しようと望む場合のような、その後になって生じることがで
きる。
【００７３】
　ネットワークは、どのネットワークスライスにＷＴＲＵがアクセスすることを許可され
ることができるか、および／またはそれらのスライスに対応する支援情報をスライス単位
で決定することができる。ネットワークは、許可されたスライスおよびそれらの対応する
支援情報に関する情報を、たとえばＷＴＲＵのコンテキストの一部として、格納すること
ができる。ネットワークは、たとえば、スライスに関連付けられているサービスまたは接
続がまだ要求されていない場合に、決定および格納を実行することができる。
【００７４】
　ＷＴＲＵがネットワークに登録する場合、ネットワークは、ＷＴＲＵがネットワークと
の接続および／またはネットワークからのサービスを要求しているかどうかを検証するこ
とができる。そのような場合、ネットワークは、接続および／またはサービスが、ＷＴＲ
Ｕに適切（たとえば、許容可能である）とネットワークが決定するネットワークスライス
によって提供されることができるかどうかを検証することができる。そのような適切なネ
ットワークスライスが存在する場合、ネットワークは、ネットワークスライスを選択して
、ＷＴＲＵによって要求された接続および／またはサービスを提供することができる。ネ
ットワークは、適切なネットワークスライスとの（たとえば、ネットワークスライスのＳ
Ｍ機能のような適切なスライスの１つまたは複数のノードとの）ＷＴＲＵの接続をセット
アップすることができる。
【００７５】
　ネットワークは、許可されるＮＳＳＡＩのリストをＷＴＲＵに指示する（たとえば、Ｗ
ＴＲＵを構成する）ことができる。ネットワークは、（たとえば、接続受諾メッセージの
ような）ＷＴＲＵに送信されたＮＡＳメッセージにおいて指示（たとえば、構成）を提供
することができる。ネットワークは、どのネットワークスライスがＷＴＲＵに対してすで
にセットアップされている接続を有することができるかをＮＡＳメッセージにおいて指示
することができる。
【００７６】
　ＷＴＲＵは、ネットワークから受信する支援情報を、たとえばＮＡＳシグナリングとし
て、またはネットワークからの応答メッセージで（たとえば接続受諾応答メッセージ）、
最新の支援情報として処理することができる。ＷＴＲＵは、その既存の支援情報がある場
合には、受信された情報で更新することができる。ＷＴＲＵは、たとえＷＴＲＵが支援情
報をネットワークに最初に送信していた場合であっても、更新を実行することができる。



(20) JP 6925411 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

ＷＴＲＵは、受信された情報に従ってローカルポリシーを作成および／または更新するこ
とができる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが（たとえば、許可されたＮＳＳＡＩに基
づいて）アクセスすることを許可されることができるネットワークスライスのリストを含
むようにそのローカルポリシーを更新することができる。
【００７７】
　ＷＴＲＵは、受信された支援情報について上位層に通知することができる。ＷＴＲＵは
、ＷＴＲＵがネットワークスライスとの接続またはネットワークスライスからのサービス
を要求するときに、ネットワークから受信された最新の支援情報を使用すること、および
含めることができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが接続またはサービスを要求するときに、受
信された支援情報を使用することができるかどうかを指示することができるポリシーで構
成されることができる。ＷＴＲＵは、支援情報を含めることなく接続またはサービスの要
求を送信することができる。ネットワークは、たとえばＷＴＲＵが接続および／またはサ
ービスの要求に支援情報を含まない場合、ＷＴＲＵに適切なスライス（たとえば、デフォ
ルトＮＳＩのようなデフォルトのスライス）を選択することができる。
【００７８】
　図３は、ネットワークスライスアーキテクチャのもう１つの例を示す。この例示のアー
キテクチャにおいて、ＮＳＳＦ機能は、ＲＡＮまたはＣＣＮＦ（たとえば、ＡＭＦ）から
独立している論理機能として示される。そのようなＮＳＳＦは、本明細書において、たと
えばスライス選択機能またはＳＳＦと称されることができる。図３の例示のアーキテクチ
ャを使用して、ネットワークスライスは、ＲＡＮ、ＣＣＮＦ、および１つまたは複数のＣ
ＮＳを（たとえば、連結として）含むように構成されることができる。ＷＴＲＵは、１つ
または複数のネットワークスライスからサービスを（たとえば、同時に）受信するように
構成されることができる。そのようなシナリオにおいて、ＷＴＲＵは、ＲＡＮ、ＣＣＮＦ
、および複数のネットワークスライスと通信することが可能であってもよい。
【００７９】
　ＷＴＲＵは、ネットワークスライスに登録することができ、１つまたは複数のネットワ
ークスライスにアクセスすることができる。１つまたは複数のネットワークスライスに関
連付けられると、ＷＴＲＵは、その構成、動作パラメータ、サブスクリプション、サービ
ス要件、サービス／アプリケーションプロバイダ、および／または同様のものの変更を経
験することができる。たとえば、ＭＴＣデバイスは、移動性を抑えるように構成されるこ
とができ、そのようなデバイスの現在選択されているネットワークスライスは、静的ＭＴ
Ｃデバイスに合わせて調整されることができる。しかし、ＭＴＣデバイスに関連付けられ
ているサービス要件は、変化することができ、デバイスは以前よりも頻繁に移動し始める
ことができる。そのようなサービス要件の変化は、ＭＴＣデバイスのネットワークスライ
スの変化に至ることがある。たとえば、より高いモビリティおよび／またはユーザプレー
ン上のより高い通信のレートを処理することができる新しいスライスは、ＭＴＣデバイス
に選択されることができる。
【００８０】
　以下のうちの１つまたは複数は、ネットワークスライス再選択中に生じることがある。
ネットワークは、新しいサービス要件があると決定することができる。ネットワークは、
ネットワークスライスの一部または全部が再選択されることができるかどうかを決定する
ことができる。ネットワークは、新しいサービス要件を反映することができる新しい（た
とえば、更新された）支援情報をＷＴＲＵに提供することができ、たとえばＷＴＲＵにサ
ービス提供するために新しいネットワークスライスが選択されることができるように、Ｗ
ＴＲＵに更新済みの支援情報に再登録するよう命令することができる。新しい情報を受信
すると、ＷＴＲＵは、受信をネットワークに肯定応答することができる。ネットワークは
、ＷＴＲＵに、必要に応じて新しいネットワークスライスに移動することを許容すること
ができる。移動（たとえば、ネットワークスライス間を切り替える）は、たとえばアプリ
ケーションサービスプロバイダによって実施されたサブスクリプション変更に起因するこ
ともある。
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【００８１】
　スライス再選択は、たとえば、ＷＴＲＵが１つまたは複数のネットワークスライスに関
連付けられた（たとえば、同時に関連付けられた）後に、ＷＴＲＵによって開始されるこ
とができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵに関連付けられている１つまたは複数のネットワーク
スライスに対応するネットワークスライス選択支援情報（ＮＳＳＡＩ）を所有することが
できる。たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵに関連付けられているネットワークスライスに
各々対応する（たとえば、支援情報の各セットがネットワークスライスを一意に識別する
ことができる）、ＮＳＳＡＩの複数のセットを所有することができる。ＮＳＳＡＩの複数
のセットは、たとえば、ネットワークへの登録手順において、またはそれぞれの１つまた
は複数のネットワークスライスに接続すると、ネットワークによってＷＴＲＵに提供され
ることができる。
【００８２】
　１つまたは複数のネットワークスライスに関連付けられることに続いて、ＷＴＲＵは、
更新された支援情報をネットワークから受信することができる。更新された支援情報は、
ネットワークによって送信された１つまたは複数のメッセージに含まれることができる。
更新された支援情報は、ＷＴＲＵに現在サービス提供しているネットワークスライスに関
連付けられている変更を指示することができる。変更は、たとえば、ＷＴＲＵのサブスク
リプション情報の変更、ＷＴＲＵのモビリティの変更、既存のネットワークスライスによ
り提供されるサービスタイプの変更、ＷＴＲＵとの間で送信されるデータに関連付けられ
ているサービスタイプの変更、ＷＴＲＵとの間で送信されるデータの優先度の変更、ネッ
トワークの動作条件の変更、および／または同様のものを含むことができる。ＷＴＲＵは
、ＯＭＡ　ＤＭを介して、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）を介して、またはその
他の上位層プロトコルを介して、更新された支援情報を受信することができる。更新され
た支援情報は、ＷＴＲＵが現在登録されているネットワークスライスの１つまたは複数を
再選択する（たとえば、修正する）ことをＷＴＲＵに行なわせることができる。
【００８３】
　ネットワークスライス選択および／または再選択に関してＷＴＲＵの振る舞いは、ＷＴ
ＲＵの１つまたは複数の構成によって制御されることができる。そのような構成は、ネッ
トワークとの初期登録手順において、および／またはＷＴＲＵがネットワークに登録した
後のＷＴＲＵの通常動作中に、ＷＴＲＵによって受信されることができる。構成は、支援
情報の１つまたは複数のセットに割り当てられた（たとえば、マップされた）それぞれの
優先度を制御することができる。たとえば、より高い優先度はＵＲＬＬＣスライスに割り
当てられることができ、より低い優先度はｅＭＢＢスライスに割り当てられることができ
るなどである。構成は、ＷＴＲＵのローカルポリシーを定義することができ、これは（た
とえば、いつおよび／またはどのタイプの状況において）ＷＴＲＵがネットワークスライ
スをどのように選択、再選択、および／またはアクセスすることができるかを指図するこ
とができる。ＷＴＲＵは、支援情報のセットを受信するとそのローカルポリシーをチェッ
クして、それらのポリシーに基づいて、支援情報で行なう適切なアクションを決定するよ
うに構成されることができる。
【００８４】
　ＷＴＲＵのローカルポリシーは、ＷＴＲＵが対応するネットワークスライスにアクセス
するために支援情報のセットをいつ使用することができるかを制御することができる。た
とえば、ＷＴＲＵのローカルポリシーは、ＷＴＲＵが、支援情報を受信すると直ちに、ま
たはＷＴＲＵが（たとえば、支援情報についてネットワークに通知するため、定期的登録
を実行するためなど）特定の目的でネットワークにコンタクトした後に、ＷＴＲＵが支援
情報のセットを使用することができるかどうかを指図することができる。例において、Ｗ
ＴＲＵが、支援情報に関連付けられているローカルポリシーに基づいて、支援情報が即時
的に構成されることを決定する場合、ＷＴＲＵは、支援情報を受信した直後にネットワー
クスライスに接続するために支援情報のセットを使用するよう決定することができる。例
において、ＷＴＲＵが、支援情報に関連付けられているローカルポリシーに基づいて、ネ
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ットワークスライスが現在ＷＴＲＵにサービス提供しているネットワークスライスの優先
度よりも高い優先度を有することを決定する場合、ＷＴＲＵは、支援情報を受信した直後
にネットワークスライスに接続するために支援情報のセットを使用するよう決定すること
ができる。例において、ＷＴＲＵが、支援情報に関連付けられているローカルポリシーに
基づいて、即時のアクションが必要ではないことを決定する場合、または支援情報の優先
度がネットワークスライスが現在ＷＴＲＵにサービス提供しているネットワークスライス
の優先度よりも低い場合、ＷＴＲＵは、受信された支援情報のセットに対する行動を遅延
させることができる。
【００８５】
　ＷＴＲＵが支援情報のセットに対する行動を遅延させるよう決定する場合において、Ｗ
ＴＲＵが支援情報についてネットワークに通知するためにネットワークにコンタクトする
機会を有するまでアクションを遅延させることができる。ネットワークにコンタクトする
機会は、たとえば、モバイル発信の（ＭＯ）データ（たとえば、アップリンクデータ）ま
たはモバイル終端の（ＭＴ）データ（たとえば、ダウンリンクデータ）、ネットワークペ
ージング、定期的登録、および／または同様のものを送信することを含むさまざまな理由
により生じることができる。
【００８６】
　ＷＴＲＵのローカルポリシーは、どの支援情報のセットがＷＴＲＵによって使用される
ことができるかを制御し、それによりＷＴＲＵが所与の時間においてどのネットワークス
ライスに接続することができるかを制御することができる。たとえば、ＷＴＲＵのローカ
ルポリシーは、許可されるＮＳＳＡＩ（たとえば、ＷＴＲＵの現在のサービス提供ネット
ワークによってサポートされるＮＳＳＡＩ）のリストを含むことができる。許可されるＮ
ＡＳＳＩのリストは、ＷＴＲＵが（たとえば、接続手順を介して）サービス提供ネットワ
ークに登録するとき、および／またはＷＴＲＵがネットワークにすでに登録した後にＷＴ
ＲＵの通常操作中に生成されることができる。ＷＴＲＵは、許可されるＮＳＳＡＩのリス
トをＷＴＲＵのメモリに（たとえば、ＷＴＲＵのローカルポリシーの一部として）格納す
ることができる。更新された支援情報を受信すると、ＷＴＲＵは、そのローカルポリシー
をチェックして、更新された支援情報がローカルポリシーによって許可されたものの中に
ある（たとえば、現在のサービス提供ネットワークによってサポートされる）かどうかを
決定することができる。ＷＴＲＵが、更新された支援が許可されることを決定する場合、
ＷＴＲＵは、更新された支援情報に対応するネットワークスライスへの接続を要求するた
めにサービス提供ネットワークに要求（たとえば、セッション管理要求）を送信すること
ができる。接続要求は、たとえば、更新された支援情報の一部または全体を含むことがで
きる。
【００８７】
　支援情報の使用ならびにネットワークスライスの選択および再選択が、ローカルポリシ
ーのようなＷＴＲＵの構成により制御されるものと上記の例で説明されているが、ＷＴＲ
Ｕの振る舞いはまた、支援情報自体に含まれる情報により制御されることもできる。たと
えば、支援情報は、ＷＴＲＵが支援情報をいつ使用開始できるのかを制御するためにＷＴ
ＲＵにタイマーを使用させる命令を含むことができる。支援情報は、タイマーの期間を指
定することができ、支援情報を使用する前に指定された期間が満了するまでＷＴＲＵに待
機させることができる。
【００８８】
　更新された支援情報を受信すると、ＷＴＲＵは、たとえばローカルポリシーおよび／ま
たは更新された支援情報に含まれる情報に基づいて、次のアクションを行なう前にタイマ
ーを始動させることができる。タイマーは、ＷＴＲＵが更新された支援情報についてネッ
トワーク（たとえば、異なるＡＭＦ）にいつ通知することができるか、および／またはＷ
ＴＲＵが対応するネットワークスライスに接続するために更新された支援情報をいつ使用
することができるかを指示（たとえば、指図）することができる。ＷＴＲＵは、モバイル
発信のシグナリングを通じて更新された支援情報についてネットワーク（たとえば、異な
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るＡＭＦ）に通知することができる。モバイル発信のシグナリングは、その他のシグナリ
ングまたはＷＴＲＵとネットワークの間のシグナリングを必要とするイベントには無関係
であってもよい。
【００８９】
　上記で説明されているタイマーの期間は、ＷＴＲＵに対して事前構成済みであってもよ
いか、または更新された支援情報において指示されることができる。タイマーの期間は、
支援情報の優先度に従って異なっていてもよい。たとえば、タイマーの期間は、支援情報
の優先度が高い（たとえば、現在ＷＴＲＵにサービス提供しているスライスの優先度より
も高い）場合に、小さい数値（たとえば、即時性を指示することができるゼロ値を含む）
に設定されることができる。支援情報の優先度が低い（たとえば、現在ＷＴＲＵにサービ
ス提供しているスライスの優先度よりも低い）場合に、タイマーの期間は大きい数値に設
定されることができる。
【００９０】
　ＷＴＲＵは、上記で説明されるタイマーが満了する前に、さまざまな理由で接続済みモ
ードに入ることができる。たとえば、ＷＴＲＵは、モバイル発信（ＭＯ）および／または
モバイル終端（ＭＴ）データまたは制御情報を送信および／または受信するために接続済
みモードに入ることができる。そのようなシナリオにおいて、ＷＴＲＵは、ＭＯおよび／
またはＭＴ通信の目的で送信されるメッセージにネットワークスライスに関連する情報を
含む（たとえば、結合する）ように構成されることができる。
【００９１】
　ＷＴＲＵは、更新された支援情報を受信すると、ＷＴＲＵの現在の支援情報を更新され
た支援情報と置き換えるように、または更新された支援情報に基づいて現在の支援情報を
更新するように構成されることができる。たとえば、ＷＴＲＵは、現在の支援情報を、受
信された支援情報全体と置き換えることができる。ＷＴＲＵはまた、現在の支援情報を更
新するために、受信された支援情報の一部を使用することもできる。ＷＴＲＵが更新され
た支援情報を受信した後はいつでも、ＷＴＲＵは現在の支援情報を置き換えるかまたは更
新することが許可されることができる。ＷＴＲＵは、ネットワークスライス、サービス、
および／または接続への潜在的な調整について上位層（たとえば、上位層アプリケーショ
ン）に通知することができる。ＷＴＲＵは、たとえば潜在的な調整に関する情報をユーザ
に表示することによって、潜在的な調整についてＷＴＲＵのユーザに通知することができ
る。
【００９２】
　ＷＴＲＵは、新しいネットワークスライスが選択されるべきであるか、または１つまた
は複数の既存のネットワークスライスが置き換えられるべきであると決定すると、非アク
セス階層（ＮＡＳ）メッセージのような制御プレーンメッセージを、ＷＴＲＵにサービス
提供しているネットワークに送信することができる。制御プレーンメッセージは、新しい
ネットワークスライスに接続したい、または既存のネットワークスライスを置き換えたい
という要望を指示することができる。ＷＴＲＵは、ネットワークスライス選択および／ま
たは置き換えのために既存のＡＭＦ（たとえば、現在ＷＴＲＵにサービス提供しているＡ
ＭＦ）または新しいＡＭＦを使用するかどうかを決定することができる。ＷＴＲＵは、（
たとえば、後段においてさらに詳細に説明されるように）更新された支援情報に含まれる
情報に基づいて、および／またはローカルポリシーに基づいて決定を行なうことができる
。たとえば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがネットワークスライス再選択のために新しいＡＭＦ
にコンタクトすべきであると指示するローカルポリシーで事前構成されることができる。
【００９３】
　既存のＡＭＦが使用されることができるとＷＴＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵは、既存
のＡＭＦに関連付けられている一時ＩＤを制御プレーンメッセージに含めることができる
。上記で説明されるように、一時ＩＤは、ＷＴＲＵおよび／またはＷＴＲＵとＡＭＦの間
のアソシエーションを識別するために、サービス提供ネットワークへの登録手順において
ＷＴＲＵに提供されることができる。ＷＴＲＵはまた、更新された支援情報および／また



(24) JP 6925411 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

は更新された支援情報に関連付けられている優先度および／またはポリシーの指示を制御
プレーンメッセージに含めることができる。
【００９４】
　新しいＡＭＦが使用されるべきであるとＷＴＲＵが決定する場合、ＷＴＲＵは、一時Ｉ
Ｄを制御プレーンメッセージに含めないことができる。そのような省略は、たとえば、ネ
ットワークに新しいＡＭＦを選択させることができる。ＷＴＲＵは、更新された支援情報
（たとえば、更新された支援情報の一部または全部）および／または更新された支援情報
に関連付けられている優先度および／またはポリシーの指示を制御プレーンメッセージに
含めることができる。
【００９５】
　ＷＴＲＵは、たとえば更新された支援情報を受信すると、および／またはローカルポリ
シーに基づいて、（たとえば、ネットワークスライスから切断するために）ネットワーク
スライスとの接続を非アクティブ化するよう求める要求を送信することができる。たとえ
ば、更新された支援情報がネットワークスライスに関連付けられているＷＴＲＵの既存の
支援情報が陳腐化したことを指示する場合、更新された支援情報がネットワークスライス
によってサポートされていないことをＷＴＲＵが決定する場合など、ＷＴＲＵは非アクテ
ィブ化要求を送信することができる。ＷＴＲＵは、たとえば非アクティブ化要求で、非ア
クティブ化の理由を指示することができる。たとえば、支援情報の変更により、またはネ
ットワークスライスがＷＴＲＵによって受信された更新された支援情報をサポートしない
ので、ＷＴＲＵは、自身をネットワークスライスから切断していることを指示することが
できる。
【００９６】
　ネットワークスライスから切断した後、ＷＴＲＵは、更新された支援情報を使用して、
同一または異なるネットワークスライスに自身を再接続することができる。ＷＴＲＵは、
更新された支援情報を下位層に提供することができる。ＷＴＲＵは、更新された支援情報
をＮＡＳメッセージに含めることができる。ＷＴＲＵは、ＲＡＮがもはやメッセージ（た
とえば、ＮＡＳメッセージ）をそのネットワークスライスにルーティングしないように、
切断されたネットワークスライスに関連付けられている（たとえば、ＷＴＲＵの識別を表
すことができる）一時ＩＤを、削除することができる。
【００９７】
　図４は、ＷＴＲＵ開始のネットワークスライス再選択の例を示す。４１０において、Ｗ
ＴＲＵは、更新された支援情報（Ａｉｎｆ）をネットワークから受信することができる。
更新されたＡｉｎｆは、たとえば、ネットワークによって送信された１つまたは複数のメ
ッセージに含まれることができる。４２０において、ＷＴＲＵは、Ａｉｎｆに基づいて、
現在のネットワークスライス（たとえば、ＷＴＲＵにサービス提供しているスライス）へ
の接続が切断されるべきであるかどうかを決定することができる。たとえば、ＷＴＲＵの
サービス要件（たとえば、待ち時間要件）が変化したことをＡｉｎｆが指示する場合、Ｗ
ＴＲＵは、現在のスライスから切断することを決定することができる。４２０において、
ＷＴＲＵが現在のスライスから切断することを決定する場合、ＷＴＲＵは、４３０におい
て、現在のスライスへの接続を非アクティブ化することができる。
【００９８】
　４２０において、ＷＴＲＵが現在のスライスから切断しないことを決定する場合、ＷＴ
ＲＵは、４４０において、Ａｉｎｆがある場合には、どのタイプのＡｉｎｆが新しいネッ
トワークスライスに接続するよう求める要求に含まれるべきであるかを決定するためにロ
ーカルポリシーをチェックすることができる。たとえば、ローカルポリシーは、許可され
るＡｉｎｆのリストを含むことができ、ＷＴＲＵは、これがリストにある場合にはＡｉｎ
ｆを送信するだけでよい。４５０において、ＷＴＲＵは、たとえば受信された更新された
Ａｉｎｆに基づいて、新しいネットワークスライスへの接続を確立するために新しいＡＭ
Ｆに登録すべきであるかどうかを決定することができる。４５０において、ＷＴＲＵが新
しいＡＭＦに登録すべきであると決定する場合、ＷＴＲＵは、４４０において決定された
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ＡｉｎｆをＷＴＲＵが含めることができる新しいＡＭＦに登録要求を送信することができ
る。ＷＴＲＵは、要求が新しいＡＭＦに送信される場合、既存のＡＭＦに関連付けられて
いる一時ＩＤを削除することができる。４５０において、ＷＴＲＵが新しいＡＭＦではな
く既存のＡＭＦを使用することができると決定する場合、ＷＴＲＵは、４４０において決
定されたＡｉｎｆおよび既存のＡＭＦに関連付けられている一時ＩＤをＷＴＲＵが含める
ことができる既存のＡＭＦにスライス接続要求を送信することができる。
【００９９】
　ＷＴＲＵのネットワークスライス再選択は、ＲＡＮ、ＡＭＦ、および／またはＣＮＳに
よってなど、ネットワークにより開始されることができる。ネットワークは、スライス再
選択に関連する１つまたは複数のアクションを個別にまたは組合わせて行なうことができ
る。たとえば、ネットワークは、ＷＴＲＵに関連付けられているスライス（たとえば、Ａ
ＭＦおよび／またはＣＮＳ）が変更されるかまたは置き換えられることができることを決
定することができる。決定は、たとえば、以下のうちの１つまたは複数に基づいてもよい
。決定は、ネットワークポリシーの更新に基づいてもよい。決定は、ＷＴＲＵに関連付け
られている更新されたサブスクリプション情報を（たとえば、サブスクライバデータベー
スから）受信するネットワークに基づいてもよい。決定は、たとえば負荷条件の変更によ
り、ＷＴＲＵのスライスを再選択するための別のネットワークコンポーネント（たとえば
ＳＭ機能）からの要求を受信するネットワークに基づいてもよい。決定は、ＷＴＲＵから
更新された支援情報を受信するネットワークに基づいてもよい。そのような支援情報は、
たとえば、ＷＴＲＵのローカルポリシーおよび／またはサブスクライバ情報を含むことが
できる。
【０１００】
　ネットワークは、どのネットワークスライスがＷＴＲＵに割り当てられることができる
かを決定するように構成されたＮＳＳＦを含むことができる。ＮＳＳＦは、たとえば図３
に示されるように、独立した論理機能であってもよい。ネットワークは、更新された支援
情報をＷＴＲＵから受信することができ、更新された支援情報をＮＳＳＦに転送して、Ｗ
ＴＲＵのネットワークスライスを選択するよう要求することができる。ＮＳＳＦは、ＷＴ
ＲＵのネットワークスライスを選択する際に、支援情報をその他のポリシーおよび／また
は情報と組合わせて使用することができる。ネットワークスライスが選択されると、ＮＳ
ＳＦは、新しく選択されたネットワークスライスに関する情報をネットワークに提供する
ことができる。そのような情報は、新しいＡＭＦの識別（たとえば、ＡＭＦアドレス）、
新しいＣＮＳアドレス、新しいＣＮＳタイプなどを含むことができる。
【０１０１】
　ネットワークは、ＮＳＳＦから受信された情報を処理することができる。処理は、ＷＴ
ＲＵが関連付けられている現在のＡＭＦおよび／またはＣＮＳが引き続きＷＴＲＵにサー
ビス提供することができるか、またはその他のＣＮＳおよび／またはＡＭＦがＷＴＲＵに
選択されるべきであるかを決定することを含むことができる。本明細書において参照され
る場合、ＡＭＦは、ＡＭＦ内の任意の機能に対応することができる。
【０１０２】
　現在のＡＭＦが引き続きＷＴＲＵにサービス提供することができることをネットワーク
が決定する場合、ネットワークは、ＷＴＲＵの既存のＣＮＳが変更されるべきであるかど
うか、および／またはその他のＣＮＳがＷＴＲＵに選択されるべきであるかどうかをさら
に決定することができる。その他のＣＮＳは、ネットワークへのＷＴＲＵの接続を提供お
よび／または管理することができるネットワークスライス、ＳＭ機能をホスティングする
ネットワークスライス、および／または同様のものに対応することができる。ＷＴＲＵに
他のＣＮＳが選択されないことをネットワークが決定する場合、ネットワークは、再選択
プロセスを停止することができ、ＷＴＲＵ支援情報を送信することができる。支援情報は
、ＷＴＲＵが現在所有している支援情報と同じであっても異なっていてもよい。たとえば
、ネットワークによって提供された支援情報は、ＷＴＲＵの支援情報の既存のセットと同
じであってもよいか、または支援情報の既存のセットへの更新を含むこともできる。
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【０１０３】
　１つまたは複数のその他のＣＮＳがＷＴＲＵに選択されることをネットワークが決定す
る場合、ネットワークは、これがＣＮＳに接続することができるかどうかを決定（たとえ
ば、検証）することができる。決定は、ネットワークにより所有されているか導出可能な
ローカル情報に基づいて行なわれることができる。ローカル情報は、たとえば、ＡＭＦま
たはＣＣＮＦにおけるオペレータ定義のローカルポリシーを含むことができる。決定が、
ネットワークがその他のＣＮＳに接続できることである場合、ネットワークは、以下のア
クションのいずれかを実行するように続行することができる。ネットワークは、置き換え
られるべきＷＴＲＵとＣＮＳの間の接続を非アクティブ化することができる。ネットワー
クは、非アクティブ化されるべき接続を指示する非アクティブ化要求をＷＴＲＵに送信す
ることができる。非アクティブ化要求において、ネットワークは、非アクティブ化される
べき接続の代わりに新しい接続を確立するためにＷＴＲＵによって使用されることができ
る更新された支援情報を含むことができる。ネットワークは、新しく選択されたＣＮＳと
の接続を確立するようＷＴＲＵに命令する要求をＷＴＲＵに送信することができる。ネッ
トワークは、ＷＴＲＵの接続をアクティブ化するよう新しいＣＮＳに命令するために新し
いＣＮＳ（たとえば、新しいＳＭ機能を含むことができる）に要求を送信することができ
る。
【０１０４】
　ネットワークが、１つまたは複数のその他のＣＮＳに現在接続していないことを決定す
る場合、ネットワークは、以下のアクションの１つまたは複数を実行することができる。
【０１０５】
　ネットワークは、置き換えられるべきＣＮＳから切断するためにタイマーを始動させる
ことができる。タイマーが満了すると、ネットワークは、ＷＴＲＵとそれらのＣＮＳの間
の接続が非アクティブ化されることができるように、置き換えられるべきＷＴＲＵおよび
／またはＣＮＳに（たとえば、それらのＣＮＳに含まれるそれぞれのＳＭ機能に）要求を
送信することができる。
【０１０６】
　ネットワークは、ＷＴＲＵの現在アクティブなネットワークスライスのリストを維持す
ることができる。ネットワークは、たとえば、ＷＴＲＵが既存のネットワークスライスか
ら切断された後、および／または新しいネットワークスライスがＷＴＲＵに割り当てられ
た後に、リストを更新するように構成されることができる。
【０１０７】
　ネットワークは、ドメインネットワーク名（たとえば、アクセスポイント名またはＡＰ
Ｎ）との接続が非アクティブ化されるべきであることを指示するメッセージ（たとえば、
応答メッセージまたは通知メッセージ）をＷＴＲＵに送信することができる。ネットワー
クは、そのような接続がいつ非アクティブ化されることができるかを通知するためにメッ
セージに（たとえば、タイマーの期間のような）指示を含めることができる。ネットワー
クは、ＣＮＳを再選択する理由をメッセージに含めることができる。
【０１０８】
　ネットワークは、更新された支援情報をＷＴＲＵに送信することができる。更新された
支援情報は、１つまたは複数の後続の接続要求においてＷＴＲＵによって使用される。ネ
ットワークは、たとえば上記で説明されているタイマーが満了すると、ＣＮＳから切断す
るよう求める非アクティブ化要求をＷＴＲＵに送信することができる。ネットワークが接
続されているＣＮＳで引き続きＷＴＲＵにサービス提供することができるものがない場合
、ネットワークは、ＷＴＲＵがそれに応じて動作することができるように、命令および／
または通知をＷＴＲＵに送信することができる。例において、ネットワークは、既存のＣ
ＮＳから切断して、更新された支援情報で同じＣＮＳに再接続するようＷＴＲＵに命令す
ることができる。例において、ネットワークは、ネットワークによって提供されることが
できるサービスがない（たとえば、ＷＴＲＵのすべてのＣＮＳがリダイレクトされる必要
がある）ことをＷＴＲＵに通知することができる。例において、ネットワークは、ＷＴＲ
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Ｕにサービス提供するよう求める要求をデフォルトのＡＭＦに送信することができる。ネ
ットワークは、１つまたは複数のＣＮＳが再選択されることを決定すると（たとえば、決
定すると直ちに）、またはＷＴＲＵからＮＡＳメッセージを受信すると、そのように行な
うことができる。
【０１０９】
　ＷＴＲＵは、接続が非アクティブ化されること、および／または接続が非アクティブ化
されることができるまでの待機期間を指示するメッセージをネットワークから受信するこ
とができる。ＷＴＲＵは、新しいおよび／または更新された支援情報をネットワークから
メッセージで受信することができる。ＷＴＲＵは、非アクティブ化されることができる接
続、および非アクティブ化が生じることができる時間について上位層に通知することがで
きる。ＷＴＲＵは、タイマーを始動させることができ、タイマーが満了すると影響を受け
た接続を非アクティブ化（たとえば、ローカルに非アクティブ化）することができる。非
アクティブ化後にその他の接続がない場合、ＷＴＲＵは、切断要求をネットワークに送信
することができる、および／またはネットワーク接続に関連付けられているＷＴＲＵ一時
識別をローカルに削除することができる。ＷＴＲＵは、新しい接続メッセージを送信する
ことができる。ＷＴＲＵは、新しい、または更新された支援情報を無線メッセージおよび
／またはＮＡＳメッセージに含めることができる。
【０１１０】
　ＷＴＲＵは、ネットワークからの情報の受信に応じて、その支援情報を更新することが
できる。ＷＴＲＵは、たとえば更新された支援情報を使用して、新しい接続の要求を送信
することができる。ＷＴＲＵは、更新された支援情報を登録メッセージに含めることがで
きる。
【０１１１】
　ネットワークは、ＷＴＲＵにデフォルトのＣＮＳおよび／またはデフォルトのＡＭＦを
選択することができる。デフォルトのＣＮＳおよび／またはＡＭＦは、事前構成されるこ
とができる。ネットワークが、ＷＴＲＵによって提供される更新された支援情報に基づい
て、および／またはＷＴＲＵに関連付けられている更新されたサブスクライバ情報に基づ
いて、ＷＴＲＵに適合するＣＮＳおよび／またはＡＭＦを見出すことができない場合、ネ
ットワークは、そのようなデフォルトのＣＮＳおよび／またはＡＭＦを選択することがで
きる。ネットワークは、支援情報がＷＴＲＵによって提供されない場合に、そのようなデ
フォルトのＣＮＳおよび／またはＡＭＦを選択することができる。例において、ネットワ
ークは、ＷＴＲＵとデフォルトのＣＮＳの間の接続をアクティブ化することができる。例
において、ネットワークは、デフォルトのＣＮＳおよび／またはＡＭＦとの接続をアクテ
ィブ化するようＷＴＲＵに通知することができる。例において、ネットワークは、デフォ
ルトのＣＮＳおよび／またはＡＭＦに対応することができる更新された支援情報を使用す
るようＷＴＲＵに命令することができる。例において、ネットワークは、たとえばデフォ
ルトのＣＮＳおよび／またはＡＭＦがＷＴＲＵの選択されたネットワークスライスとして
マーク付けされることができるように、ＷＴＲＵのコンテキストを更新することができる
。
【０１１２】
　ネットワーク（たとえば、ＲＡＮ、ＡＭＦ、またはＣＮＳ）は、異なるＡＭＦがＷＴＲ
Ｕにサービス提供することができることを決定することができる。ネットワークは、たと
えば、更新された支援情報に基づいてそのような決定を行なうことができる。新しく決定
されたＡＭＦは、現在ＷＴＲＵにサービス提供している既存のＡＭＦに加えて、または代
わりに、ＷＴＲＵにサービス提供することができる。新しく決定されたＡＭＦは、デフォ
ルトのＡＭＦであってもよい。新しく決定されたＡＭＦがＷＴＲＵにサービス提供するこ
とができることを決定すると、ネットワークは、既存のＡＭＦとのＷＴＲＵの接続を非ア
クティブ化することができる。ネットワークは、ＣＮＳに（たとえば、ＣＮＳのＳＭ機能
に）、および／またはＷＴＲＵに非アクティブ化要求を送信することができる。ネットワ
ークは、たとえば非アクティブ化要求で、ネットワークがもはやＷＴＲＵにサービス提供
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しないことを指示することができる。ネットワークは、更新された支援情報をＷＴＲＵに
提供することができる。
【０１１３】
　ネットワークは、別のＡＭＦがＷＴＲＵにサービス提供できることを決定すると、ＡＭ
ＦがＷＴＲＵにサービス提供できることを指示する通知および／または要求を、新しく決
定されたＡＭＦに送信することができる。通知および／または要求は、ＷＴＲＵのコンテ
キストおよび／またはＷＴＲＵの更新された支援情報を含むことができる。ＷＴＲＵを１
つのＡＭＦから別のＡＭＦに切り替えることは、「ＣＮスライスハンドオーバ」と見なさ
れることができる。
【０１１４】
　ＷＴＲＵは、ネットワークに（たとえば、ＡＭＦに）関連付けられているその一時識別
を削除して、ＷＴＲＵの支援情報を更新することができる。ＷＴＲＵは、たとえば、ＷＴ
ＲＵがネットワークから切断通知および／または要求を受信する場合に、そのように行な
うことができる。ＷＴＲＵは、既存のＡＭＦから切断した後に異なるＡＭＦに登録メッセ
ージ（たとえば、新しい接続メッセージ）を送信することができる。ＷＴＲＵは、登録メ
ッセージを定期的に再送信することができる。ＷＴＲＵは、無線および／またはＮＡＳメ
ッセージ内の新しい、および／または更新された支援情報を使用することができる。ＷＴ
ＲＵは、以前のＡＭＦとのその一時識別を保つことができる。ＷＴＲＵは、（たとえば、
下位層の一時識別を使用するのではなく）一時識別をＮＡＳメッセージに含めることがで
きる。
【０１１５】
　ＷＴＲＵにサービス提供するために別のＡＭＦが選択されることができることを決定す
ると、ネットワークは、ＷＴＲＵが登録（たとえば、定期的登録）を実行する、および／
またはＮＡＳメッセージを送信するのを待機することができる。ネットワークは、ＷＴＲ
ＵからＮＡＳメッセージを受信することができ、ＮＡＳメッセージを選択されたＡＭＦに
（たとえば、ＤＥＣＯＲ技法を使用して）転送することができる。ネットワークは、ＮＡ
Ｓメッセージを転送する際、ＷＴＲＵの新しい支援情報を含むことができる。たとえば、
ネットワークは、ＮＡＳメッセージおよび／または新しい支援情報を、ＲＡＮに送信され
るリダイレクション要求に含めることができる。ネットワークは、選択されたＡＭＦのア
ドレスをリダイレクション要求に含めることができる。
【０１１６】
　図５は、ネットワークスライス再選択の例示のコールフローを示す。「支援情報」は、
図において「Ａｉｎｆ」と示される。
【０１１７】
　バックオフメカニズムは、たとえばＷＴＲＵがいつおよび／またはどのようにネットワ
ークスライスに接続することができるかを制御するために実施されることができる。バッ
クオフメカニズムは、たとえば、ＷＴＲＵが一定期間にわたりネットワークスライスに接
続できないようにするために使用されることができる。バックオフメカニズムは、スライ
ス単位で実施されることができる。
【０１１８】
　図６は、ネットワークスライス選択および／または再選択に関連する例示のバックオフ
メカニズムにおける例示のメッセージフローを示す。ＷＴＲＵは、たとえば、セッション
管理ＮＡＳ要求メッセージを介して、専用のスライスに接続するよう要求を送信すること
ができる。要求は、シングルネットワークスライス選択支援情報（Ｓ－ＮＳＳＡＩ）を含
むことができる。Ｓ－ＮＳＳＡＩは、ＷＴＲＵが接続を確立しようとする特定のネットワ
ークスライスを指示する（たとえば、識別する）ことができる。ＷＴＲＵにサービス提供
しているＡＭＦは、（たとえば、スライスにおける輻輳状況により）特定のスライスへの
接続が確立されないことを認識することができる。ＡＭＦは、たとえば、ネットワークス
ライスの共用制御プレーン部分において実施されることができる。ＡＭＦは、ネットワー
クスライス選択機能（ＮＳＳＦ）、ネットワークリポジトリ機能（ＮＲＦ）、セッション
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管理機能（ＳＭＦ）、および／またはその他の運用および保守（Ｏ＆Ｍ）ネットワーク機
能を含むがこれらに限定されることはない、その他のネットワーク機能とのインタラクシ
ョンに基づいて輻輳状況を認識することができる。ＡＭＦは、輻輳状況および／またはＳ
－ＮＳＳＡＩに応じてバックオフメカニズム（たとえば、バックオフタイマー）をアクテ
ィブ化するかどうかを決定するために、ローカルポリシー、サブスクリプション情報、お
よび／または同様のものを使用することができる。ＡＭＦは、バックオフメカニズムをス
ライス単位でアクティブ化することができる。バックオフメカニズムにより、ＡＭＦは、
ＷＴＲＵの接続要求を専用のネットワークスライスに（たとえば、専用のネットワークス
ライスのセッション管理機能に）転送しないようにすることができる。ＡＭＦは、ＮＡＳ
拒否メッセージをＷＴＲＵに送信することができる。ＡＭＦは、たとえばＮＡＳ拒否メッ
セージの一部として、またはＮＡＳ拒否メッセージとは無関係に、バックオフメカニズム
（たとえば、バックオフタイマー）をＷＴＲＵに指示することができる。
【０１１９】
　ＷＴＲＵがネットワークスライスおよび／または以前送信されたＳ－ＮＳＳＡＩに関連
付けられているバックオフメカニズム（たとえば、バックオフタイマー）の指示を受信す
る場合、ＷＴＲＵは、バックオフタイマーの期間にわたり、別のセッション管理メッセー
ジまたはＳ－ＮＳＳＡＩをネットワークに送信しないようにすることができる。ＷＴＲＵ
は、バックオフメカニズムの指示を受信すると、さまざまなアクションを行なうことがで
きる。たとえば、ＷＴＲＵは、特定のシナリオにおいてバックオフメカニズムを停止させ
ることができる（たとえば、ＷＴＲＵがバックオフタイマーを停止することができる）。
バックオフメカニズムの指示の受信に応じてＷＴＲＵによって行なわれることができるア
クションに関するさらなる詳細は、以下に示される。
【０１２０】
　本明細書において説明されるバックオフタイマーは、ＡＭＦによって送信されることが
できる。ＡＭＦは、モビリティ管理メッセージをＷＴＲＵから受信すると、バックオフタ
イマーを送信することができる。モビリティ管理メッセージは、たとえば、サービス要求
メッセージまたは登録要求メッセージ（たとえば、トラッキングエリア更新（ＴＡＵ）要
求）であってもよい。モビリティ管理メッセージは、１つまたは複数の確立されたＰＤＵ
セッションを指し示すことができるＰＤＵセッションＩＤを含むことができる。ＡＭＦは
、バックオフタイマーを、ＷＴＲＵへのモビリティ管理（ＭＭ）受諾ＮＡＳメッセージで
、ＷＴＲＵへのＭＭ拒否ＮＡＳメッセージで、および／または同様のもので送信すること
ができる。ＮＡＳメッセージは、バックオフタイマーが、特定の専用のネットワークスラ
イスまたはスライスインスタンスについてＷＴＲＵ発信のシグナリングに適用することが
できるという指示を含むことができる。さまざまなバックオフタイマーが、さまざまなス
ライスに設定されることができる。ＷＴＲＵは、第１のスライスに接続することをやめる
よう命令されることができる。ＷＴＲＵは、第１のスライスに関連付けられているバック
オフ期間中に、第２のスライスとの接続を確立することを許可されることができる。
【０１２１】
　ＷＴＲＵは、ネットワークスライスのバックオフ指示（たとえば、バックオフタイマー
）を受信すると、１つまたは複数のアクションを実行することができる。たとえば、バッ
クオフ指示を受信すると、ＷＴＲＵは、受信されたバックオフメカニズムに対応するスラ
イスのセッション管理要求の送信を中断することができる。そのようなスライスは、たと
えば、ＷＴＲＵによって送信された特定のＳ－ＮＳＳＡＩに関連付けられることができる
。たとえば、バックオフメカニズムの指示を受信すると、ＷＴＲＵは、サービス要求を介
して輻輳したスライスまたは輻輳したＮＳＳＡＩの非アクティブなＰＤＵセッションを再
アクティブ化しないようにすることができる（たとえば、ＷＴＲＵは再アクティブ化を中
止することができる）。たとえば、ＷＴＲＵは、アクティブなスライスに接続されている
ＰＤＵセッションのサービス要求メッセージまたはモビリティ管理メッセージにＰＤＵセ
ッションＩＤを含めないようにすることができる。バックオフの指示を受信すると、ＷＴ
ＲＵは、輻輳したスライスに関連付けられているアクティブなＰＤＵセッションおよび／
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または非アクティブなＰＤＵセッションを暗黙的に停止状態にする（たとえば、ネットワ
ークとのさらなるシグナリングを伴わない）ことができる。
【０１２２】
　ＷＴＲＵは、バックオフタイマーの明示的な指示を（たとえば、ネットワークおよび／
またはＡＭＦから）受信することができる。指示は、輻輳したスライスに関連付けられて
いる非アクティブなＰＤＵセッションを停止状態にするようＷＴＲＵに命令することがで
きる。指示は、輻輳したスライスに関連付けられているアクティブおよび／または非アク
ティブなＰＤＵセッションを停止状態にするようＷＴＲＵに命令することができる。ＷＴ
ＲＵは、新しいネットワークスライス選択ポリシー（ＮＳＳＰ）を、たとえばポリシー機
能に要求することができる。ポリシー機能は、たとえば、ネットワーク内に存在すること
ができる。新しいＮＳＳＰを要求する場合、ＷＴＲＵは、特定のスライスが輻輳している
ことを指示することができる。ポリシー機能は、たとえばＷＴＲＵから新しいＮＳＳＰの
要求を受信すると）、ＷＴＲＵの新しいＮＳＳＡＩ／Ｓ－ＮＳＳＡＩを提供することがで
きる。ＷＴＲＵは、ポリシー機能から受信された新しいＳ－ＮＳＳＡＩと共にＰＤＵセッ
ション要求（たとえば、セッション管理要求）を送信することができる。
【０１２３】
　ＷＴＲＵは、特定の条件下、またはトリガーイベントに応じて、バックオフメカニズム
（たとえば、バックオフタイマー）を停止させることができる。たとえば、ＷＴＲＵが５
Ｇシステム（たとえば、５ＧシステムのＡＭＦ）から進化型パケットコア（ＥＰＣ）シス
テム（たとえば、ＭＭＥ）へのハンドオーバを実行する場合に、バックオフタイマーを停
止させることができる。ＷＴＲＵが、接続受諾メッセージ、ＴＡＵ受諾メッセージ、およ
び／または、受諾されたＮＳＳＡＩを含み受諾されたＮＳＳＡＩが輻輳したＳ－ＮＳＳＡ
Ｉ値を含まない任意のその他のモビリティ管理メッセージを、ネットワークから受信する
場合、ＷＴＲＵは、バックオフタイマーを停止させることができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲ
Ｕが輻輳したスライスに属するＰＤＵセッションのためにネットワークによってページン
グされる場合、バックオフタイマーを停止させることができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが
輻輳したスライスに属するＰＤＵセッションに関連付けられているセッション管理シグナ
リングのためにネットワークによってページングされる場合、バックオフタイマーを停止
させることができる。ＷＴＲＵは、輻輳状態が対応するネットワークスライスにはもう存
在しないことをＷＴＲＵに通知する明示的な指示をＷＴＲＵが受信する場合、バックオフ
タイマーを停止させることができる。明示的な指示は、ＡＭＦから受信されることができ
る。明示的な指示は、たとえば、モビリティ管理シグナリングまたはセッション管理シグ
ナリングを介して受信されることができる。
【０１２４】
　ＷＴＲＵが緊急サービスまたは高優先度サービスのために送信および／または受信すべ
きデータを有する場合、ＷＴＲＵは、輻輳したスライスまたは輻輳したＳ－ＮＳＳＡＩに
対応するスライスのセッション管理シグナリングを生成することができる。これらの場合
、ＷＴＲＵは、高優先度の指示または緊急要求指示をネットワークに送信することができ
る。指示は、たとえば、ネットワークへのＮＡＳメッセージに含まれることができる。指
示を受信すると、ネットワーク（たとえば、ネットワークのＡＭＦ）は、たとえネットワ
ークスライスが輻輳している場合であっても、セッション管理メッセージをネットワーク
スライスに転送することができる。
【０１２５】
　本明細書において説明されるように、ＣＮＳは、セッション管理（ＳＭ）機能を含むこ
とができる。ＳＭ機能は、ＷＴＲＵがデータネットワークとの接続を確立しようと試みる
場合に、ＷＴＲＵへの接続を提供するように動作可能であってもよい。ＷＴＲＵは、１つ
または複数のＣＮＳに関連付けられることができる。１つまたは複数のＣＮＳのＳＭ機能
は、ＷＴＲＵの複数の接続を提供することができる。複数の接続は、相互に独立すること
ができる。接続は、たとえＷＴＲＵがアイドル状態にある場合であっても維持されること
ができる。たとえば、接続を再アクティブ化する（たとえば、セットアップする）ために
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さらなるシグナリングが必要とされないように、接続のコンテキストは、ＷＴＲＵがアイ
ドル状態にある間維持されることができる。ＷＴＲＵがアイドルモードから接続モードへ
移行する場合、ＷＴＲＵは、データパケット（たとえば、ＩＰパケット）をトランスポー
トするために以前確立された接続（たとえば、トンネル）を容易に使用することができる
。
【０１２６】
　複数の接続を伴うＷＴＲＵは、接続のすべてにおいて送信／受信するデータを有してい
るわけではない。したがって、ＷＴＲＵが使用しないこともある接続リソース（たとえば
、トンネル）をセットアップするためにシグナリングを生成することは、非効率的である
場合がある。効率を高めるために、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが使用することができる接続に
対してのみリソースをセットアップするように、および不必要なシグナリングを回避する
ように、構成されることができる。たとえば、図３に示されるように、ネットワークスラ
イスＡおよびＢに関連付けられているＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがアイドルモードから接続モ
ードに移行する場合、ネットワークスライスＡを介して送信するデータを有することがで
きるのみである。そのようなシナリオにおいて、ＷＴＲＵおよび／またはネットワークは
、ネットワークスライスＢのリソースをセットアップするためにはシグナリングを生成し
ないように構成されることができる。
【０１２７】
　ＷＴＲＵは、ネットワークスライスとの間の不必要なシグナリングを低減するように構
成されることができる。たとえば、ＷＴＲＵは、複数のＰＤＮ接続を有することができる
。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがアイドルモードから接続モードに移行する場合に、どの接続を
ＷＴＲＵが使用することができるかについてネットワークに通知することができる。ＷＴ
ＲＵは、たとえば、以下のうちの１つまたは複数を行なうことにより、接続についてネッ
トワークに通知することができる。ＷＴＲＵは、接続に関連付けられているＡＰＮまたは
ドメインネットワーク名識別子をネットワークに送信することができる。ＷＴＲＵは、接
続に関連付けられているスライス識別をネットワークに送信することができる。ＷＴＲＵ
は、接続に関連付けられているサービスまたはアプリケーションＩＤをネットワークに送
信することができる。ＷＴＲＵは、接続を識別することができるネットワーク支援情報を
送信することができる。
【０１２８】
　ＷＴＲＵは、アイドルモードから接続モードに移行する間にＷＴＲＵがどのネットワー
クスライスを使用することができるかを指定するポリシーで構成されることができる。た
とえば、ポリシーは、たとえデータがスライスの一部に使用可能ではない場合であっても
、ＷＴＲＵがそのスライスのすべてを使用することができることをＷＴＲＵがネットワー
クに指示することができると規定することができる。
【０１２９】
　ネットワークは、（たとえば、ＷＴＲＵから前述の指示を受信したことに応じて）ＷＴ
ＲＵが使用することができると指示する接続またはネットワークスライスのリソースをセ
ットアップすることができる。ネットワークは、ＷＴＲＵが使用しないと指示する接続ま
たはネットワークスライスのコンテキスト（たとえば、ＩＰアドレス）を維持することが
できる。ネットワークは、ＷＴＲＵが使用することができると指示するネットワークスラ
イスのシグナリングをトリガーすることができる。
【０１３０】
　ネットワークは、ＷＴＲＵからのスライス要求が許可されることができるかどうかを検
証することができる。ネットワークは、ＷＴＲＵのリソースをセットアップする場合、そ
の自身のポリシーを適用することができる。ネットワークは、ＷＴＲＵによって要求され
たスライスとは異なるスライスのリソースをセットアップすることを選択することができ
る。
【０１３１】
　ＷＴＲＵは（たとえば、接続モードにある間）、ＷＴＲＵによって現在使用されていな
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理またはセッション管理メッセージのような）ＮＡＳメッセージをネットワークに送信す
ることができる。ＮＡＳメッセージは、ＷＴＲＵが特定のネットワークスライスと接続を
確立することを要望することを指示することができる。ネットワークは、たとえば、ＮＡ
Ｓメッセージを受信すると、ネットワークスライス内で事前構成されている手順を使用し
て、ＷＴＲＵのリソースをセットアップすることができる。ネットワークは、スライス接
続要求の結果を指示するために、応答をＷＴＲＵに送信することができる。応答は、接続
ＩＤ（たとえば、一時ＩＤ）を含むことができ、これは特定の接続またはスライスについ
てセットアップされているリソースを指示することができる。
【０１３２】
　ネットワークスライス選択および／または再選択のためのシステム、方法、および手段
が開示された。ＷＴＲＵは、ネットワークスライス選択のために更新された支援情報を受
信することができる。ＷＴＲＵは、ローカルポリシーで構成されることができ、ローカル
ポリシーに基づいて、更新されたスライス選択情報をいつネットワークに送信すべきかを
決定することができる。ＷＴＲＵは、更新された支援情報をサービス提供ネットワークか
ら受信することができる。ＷＴＲＵは、ネットワークに関連付けられている一時ＩＤを削
除することができ、更新された支援情報を使用してネットワークに再接続することができ
る。ネットワークは、ＷＴＲＵに関連付けられているスライスが再選択されることができ
ることを決定することができる。ネットワークは、たとえば、ＷＴＲＵが部分的なスライ
スによりサービス提供されることができるかどうかに応じて、スライスの一部または全部
が再選択されることができるかどうかを決定することができる。既存のスライスがもはや
ＷＴＲＵのＰＤＮ接続にサービス提供しないとネットワークが決定する場合（たとえば、
既存のスライスが、ＷＴＲＵが属するデバイスのカテゴリを引き続き一様にサポートする
ことができる）、ネットワークは、ＷＴＲＵに追加の、または異なるスライスを選択する
ことができる。追加の、または異なるスライスは、ＷＴＲＵにデフォルトの接続をもたら
すように構成されたデフォルトのスライスであってもよい。ネットワークは、新しい支援
情報をＷＴＲＵに提供することができる。ネットワークは、たとえばスライスがＷＴＲＵ
にサービス提供していないときに、再接続が実施されることができることを指示すること
ができる。
【０１３３】
　本明細書において説明されるプロセスおよび手段は、任意の組合わせにおいて適用する
ことができ、その他の無線技術、ならびにその他のサービスに適用することができる。Ｗ
ＴＲＵは、物理デバイスの識別、または、たとえばＭＳＩＳＤＮ、ＳＩＰ　ＵＲＩなど、
サブスクリプションに関連する識別のような、ユーザの識別を示すことができる。ＷＴＲ
Ｕは、各アプリケーションについて使用されることができるユーザ名などアプリケーショ
ンに基づいた識別子を参照することができる。上記で説明されるプロセスは、コンピュー
タおよび／またはプロセッサにより実行するためにコンピュータ可読媒体に組み込まれた
コンピュータプログラム、ソフトウェア、および／またはファームウェアにおいて実施さ
れることができる。コンピュータ可読媒体の例は、（有線および／または無線接続を介し
て送信される）電子信号および／またはコンピュータ可読ストレージ媒体を含むが、これ
らに限定されることはない。コンピュータ可読ストレージ媒体の例は、読み取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導
体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよび取り外し可能ディスクのような、ただしこ
れらに限定されない磁気媒体、磁気光学媒体、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよび／またはデジ
タル多用途ディスク（ＤＶＤ）のような光媒体を含むが、これらに限定されることはない
。ソフトウェアに関連してプロセッサは、ＷＴＲＵ、端末、基地局、ＲＮＣ、および／ま
たは任意のホストコンピュータにおいて使用する無線周波数送受信機を実施するために使
用されることができる。
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